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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置であ
って、
　ユーザにより前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレ
ビジョン放送受信装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送
されている番組が放送されているチャンネルを自動的に選局することで前記他のテレビジ
ョン放送受信装置を視聴している別のユーザと同一番組を同時に視聴できるように、前記
他のテレビジョン放送受信装置を制御可能な第１の視聴モードと、前記テレビジョン放送
受信装置の選局操作が行われても、前記他のテレビジョン放送受信装置の選局動作を制御
しない第２の視聴モードとのうち、いずれか一方の視聴モードを選択するためのユーザ操
作を受け付ける手段と、
　前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する
第１の番組情報を記憶する第１の記憶手段と、
　前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関
する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置から取得する取得手段と、
　取得した前記第２の番組情報を記憶する第２の記憶手段と、
　前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装
置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局とを制御す
るために用いる第３の番組情報を生成する生成手段と、
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　前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出手段と、
　ユーザが前記第１の視聴モードを選択した場合は生成した前記第３の番組情報を用いて
、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャンネルの選局を実行する選局手段と、
　ユーザが前記第１の視聴モードにおいてチャンネルの選局をした場合、選局したチャン
ネルの情報と当該チャンネルを自動的に選局させる指示を含む選局通知情報を前記他のテ
レビジョン放送受信装置に送信する通知手段と、
を備えることを特徴とするテレビジョン放送受信装置。
【請求項２】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制
御方法であって、
　ユーザにより前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレ
ビジョン放送受信装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送
されている番組が放送されているチャンネルを自動的に選局することで前記他のテレビジ
ョン放送受信装置を視聴している別のユーザと同一番組を同時に視聴できるように、前記
他のテレビジョン放送受信装置を制御可能な第１の視聴モードと、前記テレビジョン放送
受信装置の選局操作が行われても、前記他のテレビジョン放送受信装置の選局動作を制御
しない第２の視聴モードとのうち、いずれか一方の視聴モードを選択するためのユーザ操
作を受け付けるステップと、
　前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する
第１の番組情報を記憶する第１の記憶ステップと、
　前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関
する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置から取得する取得ステップと
、
　取得した前記第２の番組情報を記憶する第２の記憶ステップと、
　前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装
置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局とを制御す
るために用いる第３の番組情報を生成する生成ステップと、
　前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出ステップと、
　ユーザが前記第１の視聴モードを選択した場合は生成した前記第３の番組情報を用いて
、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャンネルの選局を実行する選局ステップと
、
　ユーザが前記第１の視聴モードにおいてチャンネルの選局をした場合、選局したチャン
ネルの情報と当該チャンネルを自動的に選局させる指示を含む選局通知情報を前記他のテ
レビジョン放送受信装置に送信する通知ステップと、
を備えることを特徴とするテレビジョン放送受信装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン放送受信装置及びテレビジョン放送受信装置の制御方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　同じ番組を受信するように複数のＴＶ受信機を協調動作させるＴＶ受信システムは、従
来、存在しない。
【特許文献１】特開２００１－７７２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、複数の番組選択装置を用いた新規な構成を提案することを課題の一つとする
。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置は、他のテレビジョン放送受信装置と通信可能
に接続されたテレビジョン放送受信装置であって、ユーザにより前記テレビジョン放送受
信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレビジョン放送受信装置でも前記テレビジ
ョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組が放送されているチャン
ネルを自動的に選局することで前記他のテレビジョン放送受信装置を視聴している別のユ
ーザと同一番組を同時に視聴できるように、前記他のテレビジョン放送受信装置を制御可
能な第１の視聴モードと、前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われても、前記
他のテレビジョン放送受信装置の選局動作を制御しない第２の視聴モードとのうち、いず
れか一方の視聴モードを選択するためのユーザ操作を受け付ける手段と、前記テレビジョ
ン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する第１の番組情報を
記憶する第１の記憶手段と、前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネル
で放送される放送番組に関する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置か
ら取得する取得手段と、取得した前記第２の番組情報を記憶する第２の記憶手段と、前記
第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装置のチ
ャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局とを制御するため
に用いる第３の番組情報を生成する生成手段と、前記第３の番組情報を前記他のテレビジ
ョン放送受信装置に送出する送出手段と、ユーザが前記第１の視聴モードを選択した場合
は生成した前記第３の番組情報を用いて、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャ
ンネルの選局を実行する選局手段と、ユーザが前記第１の視聴モードにおいてチャンネル
の選局をした場合、選局したチャンネルの情報と当該チャンネルを自動的に選局させる指
示を含む選局通知情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送信する通知手段と、を備
えることを特徴とする。
【０００５】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置の制御方法は、他のテレビジョン放送受信装置
と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制御方法であって、ユーザにより前
記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレビジョン放送受信
装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組が
放送されているチャンネルを自動的に選局することで前記他のテレビジョン放送受信装置
を視聴している別のユーザと同一番組を同時に視聴できるように、前記他のテレビジョン
放送受信装置を制御可能な第１の視聴モードと、前記テレビジョン放送受信装置の選局操
作が行われても、前記他のテレビジョン放送受信装置の選局動作を制御しない第２の視聴
モードとのうち、いずれか一方の視聴モードを選択するためのユーザ操作を受け付けるス
テップと、前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組
に関する第１の番組情報を記憶する第１の記憶ステップと、前記他のテレビジョン放送受
信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する第２の番組情報を、前記他
のテレビジョン放送受信装置から取得する取得ステップと、取得した前記第２の番組情報
を記憶する第２の記憶ステップと、前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づい
て、前記テレビジョン放送受信装置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信
装置のチャンネル選局とを制御するために用いる第３の番組情報を生成する生成ステップ
と、前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出ステップと
、ユーザが前記第１の視聴モードを選択した場合は生成した前記第３の番組情報を用いて
、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャンネルの選局を実行する選局ステップと
、ユーザが前記第１の視聴モードにおいてチャンネルの選局をした場合、選局したチャン
ネルの情報と当該チャンネルを自動的に選局させる指示を含む選局通知情報を前記他のテ
レビジョン放送受信装置に送信する通知ステップと、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、複数の番組選択装置を連動させることができ、ユーザは、良好な視聴
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環境を享受できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下では複数のＴＶ受信機を用いた連携受信の構成を例示する。具体的に開示している
のは、一例をあげると、テレビジョン放送を受信するＴＶ受信機であって、外部のＴＶ受
信機と通信する通信手段と、前記ＴＶ受信機の選局を操作するための操作手段と、前記操
作手段による選局動作と同じ選局動作を実行するための制御コマンドを前記通信手段を介
して前記外部のＴＶ受信機に送信するように制御する制御手段とを有することを特徴とす
るＴＶ受信機である。
【００２８】
　またこのＴＶ受信機と、外部の被制御ＴＶ受信機から構成されるＴＶ受信システムを開
示している。
【００２９】
　また、テレビジョン放送を受信するＴＶ受信機であって、選局操作手段と、第１の番組
情報を放送波から受信する手段と、外部のＴＶ受信機と接続する手段と、前記外部のＴＶ
受信機からの第２の番組情報を取得する手段と、前記第２の番組情報を前記第３のＴＶ受
信機へ送信する手段と、前記第２及び第３の番組情報を比較して、前記外部のＴＶ受信機
と共通に視聴可能な番組情報の集合である共通視聴用番組表を作成する手段と、前記選局
操作手段からの選局操作入力により、前記共通視聴用番組表から共通に視聴可能な番組を
選択する手段と、該番組に選局を行う手段と、選局制御情報を前記外部のＴＶ受信機へ送
信する手段と、を有することを特徴とするＴＶ受信機を開示している。
【００３０】
　また、このＴＶ受信機において、前記共通視聴用番組表を作成する手段とは、同一時刻
に放送される番組情報の一致する番組情報を抽出することである構成を開示している。ま
た特に、前記共通視聴用番組表を作成する手段とは、同一時刻に放送される番組であって
、チャンネル番号が一致する番組情報を抽出することであり、共通のチャンネル番号に従
って配列される構成を開示している。また、前記共通視聴用番組表を作成する手段とは、
同一時刻に放送される番組であって、番組名が一致する番組情報を抽出することであり、
自番組情報によるチャンネル番号に従って配列され、第二の番組情報のチャンネル番号が
格納される構成を開示している。また前記共通視聴用番組表を作成する手段とは、同一時
刻に放送される番組であって、番組名が一致する番組情報を抽出することであり、前記第
一の番組情報と前記二の番組情報のうち地域指定情報の大きい（小さい）値を有する番組
情報によるチャンネル番号に従って配列される構成を開示している。
【００３１】
　またこのＴＶ受信機において、前記選局操作とは、前記共通視聴用番組表上のチャンネ
ル番号の上下方向順次選択である構成を開示しており、特には、前記選局制御情報とは、
チャンネル番号の上下方向情報である構成を開示している。また前記選局制御情報とは、
前記外部のＴＶ受信機のチャンネル番号である構成を開示している。
【００３２】
　またこのＴＶ受信機において、前記選局操作とは、テンキーボタンの選択操作であって
、前記共通視聴用番組表上のチャンネルの指定である構成を開示している。特に、前記選
局制御情報とは、前記外部のＴＶ受信機のチャンネル番号である構成を開示している。
【００３３】
　またこのＴＶ受信機において、前記共通視聴用番組表に基づいて、チャンネル選択操作
を行う共通視聴動作モードと、自番組情報に基づいて、チャンネル選択操作を行う動作モ
ードを有する構成を開示している。
【００３４】
　またこのＴＶ受信機において、前記共通視聴動作モードへの切り替え時に、前記共通視
聴用番組表を作成する構成を開示している。また共通視聴動作モードにおいては、一定時
間ごとに前記共通視聴用番組表を更新する構成も開示している。
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【００３５】
　またテレビジョン放送を受信するＴＶ受信機であって、外部ＴＶ受信機と通信する通信
手段と、複数のチャンネルの中から、前記外部ＴＶ受信機と共通に視聴可能な番組が放送
されるチャンネルを選択する選択手段と、前記選択手段により選択されたチャンネルの間
でチャンネル切り換えを許可し、前記選択されたチャンネル以外のチャンネルへの切り換
えを禁止するように制御する制御手段とを有することを特徴とするＴＶ受信機を開示して
いる。
【００３６】
　またテレビジョン放送を受信するＴＶ受信機であって、選局操作手段と、第１の番組情
報を放送波から受信する手段と、外部ＴＶ受信機と接続する手段と、前記外部ＴＶ受信機
からの第２の番組情報を取得する手段と、前記第１の番組情報を前記第２のＴＶ受信機に
送信する手段と、前記第１及び第２の番組情報を比較し、前記外部ＴＶ受信機と共通に視
聴可能な番組情報の集合である共通視聴用番組表を作成する手段と、前記選局操作手段か
らの選局操作入力により、前記共通視聴用番組表から共通に視聴可能な番組を選択する番
組選択手段と、前記番組選択手段により選択された番組の何れかを選局する選択手段と、
選局制御情報を前記外部ＴＶ受信機へ送信する手段とを有し、共通視聴中の番組が終了し
た場合に共通視聴用番組表から番組を選択して共通視聴を行うことを特徴とするＴＶ受信
機を開示している。
【００３７】
　特にここで前記共通視聴用番組表は共通視聴不能情報を含む構成を開示している。また
共通視聴中に、前記共通視聴用番組表から前記共通視聴不能情報を検出する構成も開示し
ている。また前記共通視聴不能情報を検出した時、前記共通視聴用番組表から共通視聴が
可能な番組情報を選択し、選局する構成も開示している。
【００３８】
　また前記選択は、前記共通視聴用番組表中において、現在選局しているチャンネル番号
の次に大きい（小さい）チャンネル番号を有する番組情報を選択する構成を開示している
。
【００３９】
　また前記選択は、放送開始時刻が現在時刻と等しい番組である構成を開示している。
【００４０】
　また共通視聴中の番組が終了した場合に、共通視聴用番組表から番組を選択して共通視
聴した第一のＴＶ受信機が、第二のＴＶ受信機へ選局制御情報を送信することを特徴とす
るＴＶ受信システムも開示している。
【００４１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例１】
【００４２】
　図１は、本発明の第１実施例に係るＴＶ受信機システムの構成図である。番組再生装置
であるＴＶ受信機１０ａ，１０ｂは、インターネット１２を介して相互に接続している。
１４ａ，１４ｂは視聴者自身を撮影するビデオカメラ、１６ａ，１６ｂは、撮影された相
手視聴者の映像を表示する子画面、１８ａ，１８ｂは受信したＴＶ放送番組の視聴画面、
２０ａ，２０ｂはテレビ放送電波を受信するアンテナ、２２ａ，２２ｂは、ＴＶ受信機１
０ａ，１０ｂを操作し、視聴するＴＶ放送番組を切り替えるリモコンである。
【００４３】
　図２は、リモコン２２ａ，２２ｂの平面図を示す。各リモコン２２ａ，２２ｂは、チャ
ンネル・アップキー３０、チャンネル・ダウンキー３２、同時視聴開始キー３４及びテン
キー３６を具備する。
【００４４】
　図３は、ＴＶ受信機１０ａ，１０ｂの内部構成を示す。ＴＶ受信機１０ａ，１０ｂの本
体４０にアンテナ端子４２があり、このアンテナ端子４２にアンテナ２０ａ，２０ｂが接



(6) JP 4533092 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

続する。放送局は、映像情報、音声情報及びＳＩ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）情報（社団法人電波産業会標準規格（ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ１０）「ディジタル放
送に使用する番組配列情報」記載）を符号化及び多重化した放送信号を出力する。ＳＩ情
報の一つに、ＥＩＴ（Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）と呼ばれるチ
ャンネル毎の番組情報が記述された番組配列情報があり、ここには、チャンネル番号、番
組名称及び放送日時などの、番組に関連する情報が記述されている。
【００４５】
　放送局から出力される放送信号は、アンテナ２０ａ，２０ｂで受信され、アンテナ端子
４２を介して選択回路である信号処理部４４に入力する。信号処理部４４は、入力信号か
ら所定の周波数の信号を選択するチューナと、該チューナで選択した信号を音声情報，映
像情報，その他の制御情報に分離するデマルチプレクサと，デマルチプレクサからの各信
号を復号する復号器を有している。信号処理部４４はアンテナ端子４２からの放送信号か
ら、制御部７４の指示により映像情報及び音声情報を復号した後、映像データ及び音声デ
ータをそれぞれ画像合成部５０及び音声合成部４６に出力する。また、信号処理部４４は
、アンテナ端子４２からの放送信号からＳＩ情報を抽出し、ＳＩ情報記憶部５４に随時、
出力する。ＳＩ情報記憶部５４は、信号処理部４４からのＳＩ情報を蓄積する。　
【００４６】
　画像合成部５０は、複数の入力映像情報を複数の画面に表示するように合成処理し、表
示部５２に出力する。音声合成部４６は、複数の入力音声情報を切り替え又は合成し、音
声出力部４８に出力する。
【００４７】
　表示装置である表示部５２は、入力した映像情報を画像として表示する。音声出力部４
８は、入力した音声情報を外部へ出力する。
【００４８】
　送信用番組情報記憶部５６は、制御回路である制御部７４の指示により、ＳＩ情報記憶
部５４中の現時刻で放送しているＥＩＴ中の番組情報（チャンネル番号及び番組名称）の
みから構成される番組情報データ列を保持する。番組情報データ列の一例を図４に示す。
番組情報データ列は、チャンネル番号順に配置される。この番組情報データ列は、制御部
７４の指示により通信部６２に送信される。なお、制御部７４は以降説明する各ステップ
を制御することになるが，ここでは制御部７４を、以下の制御を行うためのプログラムを
記憶するメモリと，該プログラムを実行する信号処理回路で構成している。
【００４９】
　カメラ映像音声入力部７０は、撮影している映像及び音声データを符号化部６８に出力
する。符号化部６８は、入力されたデータをリアルタイムに符号化し、符号化データを通
信部６２に出力する。
【００５０】
　送信回路及び受信回路である通信部６２は、符号化部６８からの符号化されたカメラ映
像音声情報をインターネット１２を介して相手のＴＶ受信機に送信し、インターネット１
２を介して相手のＴＶ受信機から受信した、符号化されたカメラ映像音声情報を、復号化
部６０に出力する。
【００５１】
　通信部６２はまた、制御部７４の指示により、番組情報取得要求をインターネット１２
を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、インターネット１２を介して相手のＴＶ受信機から
受信した番組情報取得要求を制御部７４に出力する。
【００５２】
　通信部６２はまた、制御部７４の指示により、送信用番組情報記憶部５６に保持する番
組情報データ列（図４）を、インターネット１２を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、イ
ンターネット１２を介して相手のＴＶ受信機から受信した図５に示すような番組情報デー
タ列を、受信用番組情報記憶部６４に出力する。
【００５３】
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　通信部６２はまた、制御部７４の指示により、チャンネル・アップ／ダウンの選局操作
通知を、インターネット１２を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、インターネット１２を
介して相手のＴＶ受信機から受信したチャンネル・アップ／ダウンの選局操作通知を制御
部７４に出力する。
【００５４】
　通信部６２はまた、制御部７４の指示により、番組情報取得開始信号及び合成処理開始
信号等を、インターネット１２を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、インターネット１２
を介して相手のＴＶ受信機から受信した信号を制御部７４に出力する。
【００５５】
　復号化部６０は、通信部６２から入力したビデオカメラ映像音声情報の符号化データを
リアルタイムに復号化し、画像合成部５０に出力する。
【００５６】
　受信用番組情報記憶部６４は、通信部６２から入力された番組情報データ列を保持する
。この番組情報データ列は、図５に示すように、送信用番組情報記憶部５６に記憶される
データ列と同様に、番組情報（チャンネル番号及び番組名称）のみからなる。
【００５７】
　合成番組情報記憶部５８は、制御部７４の制御下で、送信用番組情報記憶部５６に記憶
される番組情報データ列と、受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列と
を合成して図６に示すような番組情報データ列を形成し、保持する。尚、合成処理の詳細
は、後述する。
【００５８】
　タイマ６６は、時間測定開始後、ＴＶ受信機に固有のタイマ値が経過すると、時間測定
を停止し、タイマ終了を制御部７４に通知する。
【００５９】
　リモコン受信部７２は、リモコン２２ａ又は２２ｂからのチャンネル・アップキー３０
及びチャンネル・ダウンキー３２の押下信号を受信すると、キー操作に対応するチャンネ
ル・アップ／ダウンの選局操作を制御部７４に通知する。また、リモコン受信部７２は、
電源オンの後に初めて同時視聴開始キー３４の押下信号を受信したときには、同時視聴開
始要求を制御部７４に通知する。
【００６０】
　制御部７４の動作を詳細に説明する。制御部７４は、リモコン受信部７２からの同時視
聴開始要求、又は、タイマ６６からのタイマ終了通知を受けると、通信部６２を介してマ
スター立候補要求を相手ＴＶ受信機に送信する。制御部７４は、番組情報取得要求を相手
のＴＶ受信機に送信し、その応答として、相手のＴＶ受信機から図５に示すような番組情
報データ列を取得し、受信用番組情報記憶部６４に保持する。制御部７４は、通信部６２
を介して相手のＴＶ受信機から番組情報取得要求を受信すると、現時刻で放送しているＥ
ＩＴ中の番組情報（チャンネル番号、開始時間、継続時間及び番組名称）のみをＳＩ情報
記憶部５４から抽出して図４に示すような番組情報データ列を作成し、その番組情報デー
タ列を送信用番組情報記憶部５６に出力すると同時に、通信部６２を介して相手のＴＶ受
信機に返信する。尚、相手のＴＶ受信機も同様な処理を行い、図５に示す番組情報データ
列を送信することは言うまでもない。
【００６１】
　制御部７４は、送信用番組情報記憶部５６に記憶される図４に示す番組情報データ列と
、受信用番組情報記憶部６４に記憶される図５に示す番組情報データ列とから、チャンネ
ル番号と番組名称が共に一致する番組情報データだけを抽出して、図６に示す番組情報デ
ータ列を作成し、合成番組情報記憶部５８に保持し、同時視聴モードに切り替える。この
時、同時視聴モードに切り替わったことをユーザに通知するため、アイコン等を表示部５
２に表示してもよい。
【００６２】
　制御部７４は、リモコン受信部７２からチャンネル・アップ／ダウンの選局操作通知を
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受けると、通信部６２を介して相手のＴＶ受信機にチャンネル・アップ／ダウンの選局操
作通知を送信する。
【００６３】
　制御部７４は、同時視聴モード中にリモコン受信部７２又は通信部６２からチャンネル
・アップ／ダウンの選局操作通知を受けると、それがチャンネル・アップ操作通知の場合
には、合成番組情報記憶部５８中の番組情報データ列のデータ番号をインクリメントした
箇所の番組情報からチャンネル番号を参照し、信号処理部４４の選局を制御する。チャン
ネル・ダウン操作通知の場合、制御部７４は、合成番組情報記憶部５８中の番組情報デー
タ列のデータ番号をデクリメントした箇所の番組情報からチャンネル番号を参照し、信号
処理部４４の選局を制御する。
【００６４】
　制御部７４は、通信部６２、信号処理部４４、ＳＩ情報記憶部５４、画像合成部５０、
音声合成部４６、送信用番組情報記憶部５６、復号化部６０、受信用番組情報記憶部６４
、合成番組情報記憶部５８及びタイマ６６を統合的に制御する。
【００６５】
　図１、図７、図８及び図９を参照して、本実施例におけるＴＶ受信機間の処理シーケン
ス及び双方のＴＶ受信機の表示形態を説明する。
【００６６】
　ユーザが、電源オンの後に初めて、ＴＶ受信機１０ａのリモコン２２ａの同時視聴開始
キー３４を押下すると（Ｓ１０１）、ＴＶ受信機１０ａは、タイマ６６をスタートし（Ｓ
１０２）、同時に、番組情報処理のマスターになることを通知するマスター立候補要求を
ＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ１０３）。ＴＶ受信機１０ｂはＯＫを返信する（Ｓ１０
４）。
【００６７】
　そして、ＯＫを受けたＴＶ受信機１０ａは、マスターを示すマスター・フラグを"１"に
する（Ｓ１０５）。尚、ＴＶ受信機１０ａ，１０ｂともに、マスター・フラグの初期値は
"０"である。
【００６８】
　その後、ユーザが、ＴＶ受信機１０ｂの同時視聴開始キーを押下した場合（Ｓ１０６）
、ＴＶ受信機１０ｂは同様にタイマを開始し（Ｓ１０７）、マスター立候補要求を送信す
る（Ｓ１０８）。この時、ＴＶ受信機１０ａは、既にマスター・フラグがマスターを示す
"１"であるので、ＮＧを返信する（Ｓ１０９）。
【００６９】
　Ｓ１０４の処理でＯＫを受信したＴＶ受信機１０ａは、番組情報取得要求をＴＶ受信機
１０ｂに送信する（Ｓ１１０）。ＴＶ受信機１０ｂは、ＳＩ情報記憶部５４に保持するＳ
Ｉ情報から図５に示すような番組情報データ列を構築して、ＴＶ受信機１０ａに返信する
（Ｓ１１１）。
【００７０】
　次に、ＴＶ受信機１０ａは、番組情報取得要求の送信を促す番組情報取得開始信号をＴ
Ｖ受信機１０ｂに通知する（Ｓ１１２）。この信号に応じて、ＴＶ受信機１０ｂは、番組
情報取得要求をＴＶ受信機１０ａに送信し（Ｓ１１３）、ＴＶ受信機１０ａは、同様に、
番組情報データ列を構築してＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ１１４）。
【００７１】
　次に、ＴＶ受信機１０ａは、合成処理開始信号をＴＶ受信機１０ｂに送信し（Ｓ１１５
）、合成処理（Ｓ１１６）を開始し、同時視聴モードになる。合成処理開始信号を受信し
たＴＶ受信機１０ｂも、合成処理（Ｓ１１８）を開始し、同時視聴モードになる。
【００７２】
　ＴＶ受信機１０ａの合成処理（Ｓ１１６）では、送信用番組情報記憶部５６中の図４に
示すような番組情報データ列の０番目のデータ（１ｃｈ、ニュース）２０１に対して、受
信用番組情報記憶部６４中の図５に示すような番組情報データ列中にチャンネル番号と番
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組名称の両方と一致するデータをサーチする。チャンネル番号と番組名称の両方が一致す
るデータがなければ、次に、送信用番組情報記憶部５６中の番組情報データ列の１番目の
データ（３ｃｈ、アフリカの神秘）２０２に対して同様に、受信用番組情報記憶部６４中
の番組情報データ列中からチャンネル番号と番組名称の両方が一致するデータをサーチす
る。
図５に示す例では、（３ｃｈ、アフリカの神秘）２２２が一致するので、チャンネル番号
"３ｃｈ"を合成番組情報記憶部５８に保持する。以降、同様な処理に従い、チャンネル番
号と番組名称の両方が一致するデータ（６ｃｈ、プロ野球中継）及び（１０ｃｈ、ニュー
ス）１０９を受信用番組情報記憶部６４の番組情報データ列中から抽出し、各チャンネル
番号の小さい順に格納した図６に示すような番組情報データ列を作成し、合成番組情報記
憶部５８に保持する。尚、本実施例では、チャンネル番号の小さい順に番組情報データ列
を構成したが、他の順序で構成しても構わない。
【００７３】
　ＴＶ受信機１０ｂの合成処理（Ｓ１１８）も、以上と同様の処理になり、その結果、Ｔ
Ｖ受信機１０ｂでも、ＴＶ受信機１０ａの合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報
データ列と同じ内容の番組情報データ列が作成され、ＴＶ受信機１０ｂの合成番組情報記
憶部５８に格納される。尚、この時、ＴＶ受信機１０ｂの送信用番組情報記憶部５６には
図４に示す番組情報データ列が格納され、受信用番組情報記憶部６４には図５に示す番組
情報データ列が格納されている。
【００７４】
　そして、ＴＶ受信機１０ａは、番組情報処理のマスターを放棄したことを示すためにマ
スター・フラグを"０"にする（Ｓ１１７）。
【００７５】
　次に、ユーザが、ＴＶ受信機１０ａのリモコン２２ａでチャンネル・アップキーを操作
すると（Ｓ１１９）、ＴＶ受信機１０ａは、チャンネル・アップの選局操作通知をＴＶ受
信機１０ｂに送信する（Ｓ１２０）。そして、ＴＶ受信機１０ａは、合成番組情報記憶部
５８に記憶される番組情報データ列の参照先を、０番目のデータ"３ｃｈ"２４１から１番
目のデータ"６ｃｈ"２４２に変え、参照先である１番目のデータに格納されているチャン
ネル番号"６ｃｈ"を信号処理部４４で選局し（Ｓ１２１）、ＴＶ番組視聴画面１８ａに放
送番組を表示する。尚、本実施例では、初期値の参照先は、上記のように０番目の番組情
報データにしているが、他でも構わない。
【００７６】
　チャンネル・アップの選局操作通知を通信部６２を介して受信したＴＶ受信機１０ｂは
、同様に、合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列の参照先を０番目のデ
ータ"３ｃｈ"２４１から１番目のデータ"６ｃｈ"２４２に変え、参照先である１番目のデ
ータに格納されているチャンネル番号６ｃｈを信号処理部４４で選局し（Ｓ１２２）、Ｔ
Ｖ番組視聴画面１８ｂに放送番組を表示する。
【００７７】
　これらの処理の結果として、図８に示すように、双方のＴＶ受信機１０ａ，１０ｂのＴ
Ｖ放送番組視聴画面１８ａ，１８ｂには、６ｃｈの番組"プロ野球中継"が表示される。　
【００７８】
　ユーザが、ＴＶ受信機１０ｂのリモコン２２ｂでチャンネル・ダウンキー３２を操作す
ると（Ｓ１２３）、ＴＶ受信機１０ｂは、チャンネル・ダウンの選局操作通知をＴＶ受信
機１０ａに送信する（Ｓ１２４）。ＴＶ受信機１０ｂは、合成番組情報記憶部５８に記憶
される番組情報データ列の参照先を１番目のデータ"６ｃｈ"２４２から０番目のデータ"
３ｃｈ"２４１に変え、参照先である０番目のデータに格納されているチャンネル番号３
ｃｈを信号処理部４４で選局する（Ｓ１２５）、。これにより、ＴＶ番組視聴画面１８ｂ
に３ｃｈの放送番組が表示される。
【００７９】
　チャンネル・ダウンの選局操作通知を通信部６２を介して受信したＴＶ受信機１０ａは
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、同様に、合成番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列の参照先を１番目のデ
ータ"６ｃｈ"２４２から０番目のデータ"３ｃｈ"２４１に変え、０番目のデータに格納さ
れているチャンネル番号３ｃｈを信号処理部４４で選局する（Ｓ１２６）。これにより、
ＴＶ番組視聴画面１８ａに３ｃｈの放送番組が表示される。
【００８０】
　これらの処理の結果として、図９に示すように、双方のＴＶ受信機のＴＶ放送番組視聴
画面１８ａ，１８ｂには、３ｃｈの番組"アフリカの神秘"が表示される。
【００８１】
　この後、ＴＶ受信機１０ａは、タイマ６６からタイマ終了の通知を受けると（Ｓ１２７
）、再びタイマ６６を開始し（Ｓ１２８）、上述したように、番組情報処理のマスターに
なることを通知するマスター立候補要求を相手のＴＶ受信機１０ｂに送信し（Ｓ１２９）
、以降、同様な処理（Ｓ１３０）～（Ｓ１３９）を繰り返す。尚、ＴＶ受信機１０ａ，１
０ｂのの各タイマ値は、異なっていても何ら問題はない。
【００８２】
　図１０は、ユーザが電源オンの後に初めて同時視聴開始キー３４を押した時、及びタイ
マ６６からタイマ終了の通知を受けた時に、ＴＶ受信機１０ａの制御部７４が行う処理を
示すフローチャートである。
【００８３】
　リモコン受信部７２からの同時視聴開始要求、又は、タイマ６６からのタイマ終了通知
を受けると、ＴＶ受信機１０ａは、タイマ６６による時間測定を開始し（Ｓ２０２）、マ
スター立候補要求をＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ２０３）。その後、ＴＶ受信機１０
ｂからの応答を受信する（Ｓ２０４）。応答がＮＧの場合には、処理を終了する（Ｓ２１
６）。応答がＯＫの場合、ＴＶ受信機１０ａは、マスター・フラグの値を"１"にし（Ｓ１
０５）、番組情報取得要求をＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ２０６）。ＴＶ受信機１０
ｂから番組情報データ列を受信すると（Ｓ２０７）、ＴＶ受信機１０ａは、受信用番組情
報記憶部６４にその番組情報データ列を上書きする（Ｓ２０８）。
【００８４】
　次に、ＴＶ受信機１０ａは、番組情報取得開始信号をＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ
２０９）。ＴＶ受信機１０ｂから番組情報取得要求を受信すると（Ｓ２１０）、ＴＶ受信
機１０ａは、ＳＩ情報記憶部５４から現時刻に放送中の番組情報データ列を抽出し、送信
用番組情報記憶部５６に上書きする（Ｓ２１１）。ＴＶ受信機１０ａは、送信用番組情報
記憶部５６に記憶される番組情報データ列をＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ２１２）。
次に、ＴＶ受信機１０ａは、合成処理開始信号をＴＶ受信機１０ｂに送信し（Ｓ２１３）
、後述のフローチャートで説明する合成処理を開始する（Ｓ２１４）。その後、ＴＶ受信
機１０ａは、マスター・フラグを"０"に戻し、処理を終了する（Ｓ２１５）。
【００８５】
　図１１は、マスター立候補要求を受信した後にＴＶ受信機１０ｂの制御部７４が行う処
理を示すフローチャートである。
【００８６】
　相手のＴＶ受信機１０ａからマスター立候補要求を受信した後、マスター・フラグの値
が"０"であるか否かを判断する（Ｓ２２２）。偽、即ちマスター・フラグが"１"なら、Ｎ
Ｇを応答として返信し（Ｓ２３３）、処理を終了する。真、即ちマスター・フラグが"０"
ならＯＫを応答として返信する（Ｓ２２３）。
【００８７】
　次に、相手のＴＶ受信機１０ａから番組情報取得要求を受信すると（Ｓ２２４）、ＳＩ
情報記憶部５４から現時刻に放送中の番組情報データ列を抽出し、送信用番組情報記憶部
５６に上書きする（Ｓ２２５）。送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ
列を相手のＴＶ受信機１０ａに送信する（Ｓ２２６）。
【００８８】
　相手のＴＶ受信機１０ａから番組情報取得開始信号を受信すると（Ｓ２２７）、番組情
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報取得要求を相手ＴＶ受信機１０ａに送信する（Ｓ２２８）。その後、相手のＴＶ受信機
１０ａから番組情報データ列を受信し（Ｓ２２９）、受信用番組情報記憶部６４に上書き
する（Ｓ２３０）。
【００８９】
　相手のＴＶ受信機１０ａから合成処理開始信号を受信すると（Ｓ２３１）、後述のフロ
ーチャートで説明する合成処理を開始し（Ｓ２３２）、処理を終了する（Ｓ２３４）。
【００９０】
　図１２は、制御部７４が実行する合成処理（Ｓ２１４，Ｓ２３２）を示すフローチャー
トである。データ列変数ｎの初期値は"０"である。ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、送信用
番組情報記憶部５６の番組情報データ列の最大データ番号である。
【００９１】
　データ列変数ｎが、ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きい値かを判断し（Ｓ２５２）、
真であれば、処理を終了する（Ｓ２６０）。偽、即ち、ｎの値がＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵ
Ｍ以下であれば（Ｓ２５２）、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列のｎ番目の
番組情報データから、チャンネル番号及び番組名称を取り出す（Ｓ２５３）。
【００９２】
　受信用番組情報記憶部６４の番組情報データ列にチャンネル番号の一致する番組情報デ
ータがあるか否かを判断し（Ｓ２５４）。偽、即ち、一致するものがなければ、Ｓ２５３
で抽出した番組情報データを破棄し（Ｓ２５９）、Ｓ２５８にスキップする。真、即ち、
一致するものがあれば、双方の番組情報データ中の番組名称が一致しているか否かを判断
する（Ｓ２５５）。偽、即ち一致しなければ、Ｓ２５３で抽出した該番組情報データを破
棄し（Ｓ２５９）、Ｓ２５８にスキップする。真、即ち一致していれば、合成番組情報記
憶部５８の番組情報データ列のｍ番目に、Ｓ２５３の処理で抽出したチャンネル番号を格
納し（Ｓ２５６）、ｍをインクリメントし（Ｓ２５７）、番組情報データ列変数ｎをイン
クリメントし（Ｓ２５８）、Ｓ２５２に戻り、以降、処理を繰り返す。尚、ｍの初期値は
"０"とする。
【００９３】
　図１３は、少なくとも片方のＴＶ受信機１０ａ又は１０ｂにおいて同時視聴開始キー３
４が押された後にチャンネル・アップ／ダウンキー３０，３２が押された時に、制御部７
４が実行する処理を示すフローチャートである。
【００９４】
　まず、チャンネル・アップ／ダウンキー３０，３２が押下された時、押下されたのがチ
ャンネル・アップキー３０かチャンネル・ダウンキー３２かを調べる（Ｓ２７２）。
【００９５】
　チャンネル・アップキー３０であれば、データ列変数ｓをインクリメントする（Ｓ２７
３）。データ列変数ｓがＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きい値かを判断
し（Ｓ２７４）、真であれば、データ列変数ｓに"０"を代入する（Ｓ２７５）。偽であれ
ば、Ｓ２７６にスキップする。尚、データ列変数ｓは、電源投入時には初期値"０"である
が、以降、値は初期化されない。ＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、合成番組
情報記憶部５８中の番組情報データ列の最大データ番号である。
【００９６】
　次に、チャンネル・アップ操作通知を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ２７６）。合成
番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列のｓ番目のデータに格納されているチ
ャンネル番号に基づき、選局を行い（Ｓ２８１）、処理を終了する（Ｓ２８２）。
【００９７】
　押下されたキーがチャンネル・ダウンキー３２であれば（Ｓ２７２）、データ列変数ｓ
をデクリメントする（Ｓ２７７）。データ列変数ｓがマイナスの値かどうかを判断し（Ｓ
２７８）、真であれば、データ列変数ｓにＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭを代
入する（Ｓ２７９）。偽であれば、Ｓ２８０にスキップする。
【００９８】
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　チャンネル・ダウン操作通知を相手のＴＶ受信機へ送信する（Ｓ２８０）。合成番組情
報記憶部５８に記憶される番組情報データ列のｓ番目のデータに格納されているチャンネ
ル番号に基づき、選局を行い（Ｓ２８１）、処理を終了する（Ｓ２８２）。
【００９９】
　以上の処理により、一方のリモコンによるチャンネル選局操作により、双方で同じ放送
番組に切り替え、視聴することが可能になる。放送番組編成の異なる地域間でも、各ユー
ザに視聴可能な同じ放送番組を探す手間とその放送番組を選局するためのリモコン操作を
必要とすることなしに、同じ放送番組を視聴することが可能になる。
【実施例２】
【０１００】
　番組情報データ列を図１４、図１５及び図１６に示すように変更してもよい。
【０１０１】
　図１４に示すように、ＳＩ情報記憶部５４に記憶される番組情報データ列にネットワー
クＩＤを追加する。ネットワークＩＤは、ＳＩ情報の一つであるＮＩＴ（Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）と呼ばれる、放送ネットワーク全体のサービス
構成を示す情報テーブルに記述されている。番組情報データ列は、０番目の欄にネットワ
ークＩＤ３２９を格納し、以降の欄にはチャンネル番号及び番組名称を格納する。
【０１０２】
　受信用番組情報記憶部６４は、通信部６２から入力される図１５に示すような番組情報
データ列を保持する。この番組情報データ列は、送信用番組情報記憶部５６中のデータ列
と同じ構成順である。
【０１０３】
　このように番組情報データ列にネットワークＩＤを追加した場合の制御部７４の動作を
説明する。
【０１０４】
　制御部７４は、送信用番組情報記憶部５６と受信用番組情報記憶部６４の各番組情報デ
ータ列から、番組名称の一致する番組情報データだけを抽出し、図１６に示すように、番
組名称毎にネットワークＩＤとチャンネル番号を格納した番組情報データ列を作成し、合
成番組情報記憶部５８に保持する。
【０１０５】
　また、制御部７４は、リモコン受信部７２又は通信部６２からチャンネル・アップ／ダ
ウンの選局操作通知を受けた時、それがチャンネル・アップ操作通知なら、合成番組情報
記憶部５８に記憶される番組情報データ列のデータ番号をインクリメントした箇所の番組
情報から、送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ列に格納されたネット
ワークＩＤに対応したチャンネル番号をサーチし、検出されたチャンネル番号を信号処理
部４４で選局する。チャンネル・ダウン操作通知の場合、番組情報データ列のデータ番号
をデクリメントした箇所の番組情報から、送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情
報データ列に格納されたネットワークＩＤに対応したチャンネル番号をサーチし、検出さ
れたチャンネル番号を信号処理部４４で選局する。
【０１０６】
　図７、図１７及び図１８を参照して、実施例２におけるＴＶ受信機１０ａ，１０ｂ間の
処理シーケンス及び双方のＴＶ受信機１０ａ，１０ｂの表示形態を説明する。
【０１０７】
　ＴＶ受信機１０ａの合成処理（Ｓ１１６）では、まず、送信用番組情報記憶部５６に記
憶される番組情報データ列（図１４）と受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報
データ列（図１５）において、０番目のデータである各ネットワークＩＤの"２"と"５"を
比較し、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列（図１４）からＩＤ番号の小さい
順、即ち、ここでは１番目のデータ（１ｃｈ、ニュース）３１０を参照し、受信用番組情
報記憶部６４の番組情報データ列（図１５）から番組名称の一致するデータ（９ｃｈ、ニ
ュース）３３４を抽出する。そして、図１６に示すように、比較した値の小さいネットワ
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ークＩＤ"２"と、そのネットワークＩＤに対応するチャンネル番号"１ｃｈ"３４５、比較
した値の大きいネットワークＩＤ"５"と、そのネットワークＩＤに対応するチャンネル番
号"９ｃｈ"３４６を、合成番組情報記憶部５８の０番目のデータ３４１に格納する。
【０１０８】
　以降、同様な処理に従い、番組名称の一致する"アフリカの神秘"、"プロ野球中継"及び
"整形美人"を抽出し、図１６のコラム３４２、３４３、３４４に示すようにデータ列を構
成し、合成番組情報記憶部５８に格納する。
【０１０９】
　ＴＶ受信機１０ｂの合成処理（Ｓ１１８）も同様であり、ＴＶ受信機１０ａの合成番組
情報記憶部５８中の番組情報データ列と等しい番組情報データ列が、ＴＶ受信機１０ｂの
合成番組情報記憶部５８に格納される。。
【０１１０】
　ユーザがＴＶ受信機１０ａのリモコン２２ａでチャンネル・アップキーを操作すると（
Ｓ１１９）、ＴＶ受信機１０ａは、チャンネル・アップの選局操作通知をＴＶ受信機１０
ｂに送信する（Ｓ１２０）。そして、ＴＶ受信機１０ａは、合成番組情報記憶部５８の番
組情報データ列の参照先を、０番目のデータ（ネットワークＩＤ＝２、１ｃｈ；ネットワ
ークＩＤ＝５、９ｃｈ）３４１から、１番目のデータ（ネットワークＩＤ＝２、３ｃｈ；
ネットワークＩＤ＝５、３ｃｈ）３４２に変える。
【０１１１】
　ＴＶ受信機１０ａは、参照中のデータ３４２から、ＴＶ受信機１０ａのネットワークＩ
Ｄ"２"に対応したチャンネル番号"３ｃｈ"を信号処理部４４で選局し（Ｓ１２１）、ＴＶ
番組視聴画面１８ａに放送番組を表示する。尚、ＴＶ受信機１０ａのネットワークＩＤは
、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列（図１４）における０番目のデータ値で
ある。ここでは、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列の参照開始データ（初期値
）は、上記のように、０番目のデータにしているが、他でも構わない。
【０１１２】
　チャンネル・アップの選局操作通知を通信部６２を介して受信したＴＶ受信機１０ｂは
、同様に、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列の参照先を、０番目のデータ（ネ
ットワークＩＤ＝２、１ｃｈ；ネットワークＩＤ＝５、９ｃｈ）３４１から１番目のデー
タ（ネットワークＩＤ＝２、３ｃｈ；ネットワークＩＤ＝５、３ｃｈ）３４２に変える。
そして、参照中のデータ３４２から、ＴＶ受信機１０ｂのネットワークＩＤ"５"に対応し
たチャンネル番号"３ｃｈ"を信号処理部４４で選局し（Ｓ１２２）、ＴＶ番組視聴画面１
８ｂに放送番組を表示する。この時、図１７に示すように、双方のＴＶ受信機１０ａ，１
０ｂのＴＶ放送番組視聴画面１８ａ，１８ｂには、３ｃｈの番組（アフリカの神秘）が表
示される。
【０１１３】
　ユーザが、ＴＶ受信機１０ｂのリモコン２２ｂでチャンネル・ダウンキー３２を操作す
ると（Ｓ１２３）、ＴＶ受信機１０ｂは、チャンネル・ダウンの選局操作通知をＴＶ受信
機１０ａに送信する（Ｓ１２４）。ＴＶ受信機１０ｂは、合成番組情報記憶部５８の番組
情報データ列の参照先を、１番目のデータ（ネットワークＩＤ＝２、３ｃｈ；ネットワー
クＩＤ＝５、３ｃｈ）３４２から０番目のデータ（ネットワークＩＤ＝２、１ｃｈ；ネッ
トワークＩＤ＝５、９ｃｈ）３４１に変える。そして、ＴＶ受信機１０ｂは、参照中のデ
ータ３４１から、ＴＶ受信機１０ｂのネットワークＩＤ"５"に対応するチャンネル番号"
９ｃｈ"を信号処理部４４で選局する（Ｓ１２５）。これにより、ＴＶ番組視聴画面１８
ｂに９ｃｈの番組が表示される。
【０１１４】
　チャンネル・ダウンの選局操作通知を通信部６２を介して受信したＴＶ受信機１０ａは
、同様に、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列の参照先を、（ネットワークＩＤ
＝２、３ｃｈ；ネットワークＩＤ＝５、３ｃｈ）３４２から（ネットワークＩＤ＝２、１
ｃｈ；ネットワークＩＤ＝５、９ｃｈ）３４１に変える。そして、ＴＶ受信機１０ａは、
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参照中のデータ３４１から、ＴＶ受信機１０ａのネットワークＩＤ"２"に対応するチャン
ネル番号"１ｃｈ"を信号処理部４４で選局する（Ｓ１２５）。これにより、ＴＶ番組視聴
画面１８ａに１ｃｈの番組が表示される。
【０１１５】
　このような処理の結果として、図１８に示すように、ＴＶ受信機１０ａのＴＶ放送番組
視聴画面１８ａには１ｃｈの"ニュース"が表示され、ＴＶ受信機１０ｂのＴＶ放送番組の
視聴画面１８ｂには、９ｃｈの"ニュース"が表示される。
【０１１６】
　図１９は、制御部７４による合成処理（Ｓ２１４，Ｓ２３２）を示すフローチャートで
ある。ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列の最
大データ番号である。
【０１１７】
　受信用番組情報記憶部６４の０番目のデータからネットワークＩＤ＝Ｘを抽出し（Ｓ３
０２）、送信用番組情報記憶部５６の０番目のデータからネットワークＩＤ＝Ｙを抽出す
る（Ｓ３０３）。Ｘ＞Ｙであるかどうかを判断し（Ｓ３０４）、真である場合、送信用番
組情報記憶部５６を第１の番組情報記憶部とし、受信用番組情報記憶部６４を第２の番組
情報記憶部とする（Ｓ３０５）。また、Ｓ３０４の比較判断処理が偽である場合、受信用
番組情報記憶部６４を第１の番組情報記憶部とし、送信用番組情報記憶部５６を第２の番
組情報記憶部とする（Ｓ３０６）。
【０１１８】
　次に、初期値が"０"であるデータ列変数ｎをインクリメントする（Ｓ３０７）。データ
列変数ｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きい値か否かを判断し（Ｓ３０８）、真あれ
ば、処理を終了する（Ｓ３１５）。偽、つまりｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれ
ば、第１の番組情報記憶部の番組情報データ列のｎ番目の番組情報データから、番組名称
、チャンネル番号及びネットワークＩＤ取り出す（Ｓ３０９）。
【０１１９】
　次に、第２の番組情報記憶部の番組情報データ列をソートし、番組名称の一致する番組
情報データがあるかどうかを調べる（Ｓ３１０）。一致するものがなければ、Ｓ３０９で
抽出した番組情報データを破棄し（Ｓ３１１）、Ｓ３０７に戻り、以降、処理を繰り返す
。一致するものがあれば、該当する一致した第２の番組情報記憶部の番組データからネッ
トワークＩＤとチャンネル番号を抽出し（Ｓ３１２）、合成番組情報記憶部５８の番組情
報データ列のｍ番目に、Ｓ３０９，Ｓ３１２の処理で抽出した番組名称、第１の番組情報
記憶部からのネットワークＩＤ、第１の番組情報記憶部からのチャンネル番号、第２の番
組情報記憶部からのネットワークＩＤ、及び第２の番組情報記憶部からのチャンネル番号
を格納する（Ｓ３１３）。そして、ｍをインクリメントし（Ｓ３１４）、Ｓ３０７に戻り
、以降、処理を繰り返す。ｍの初期値は"０"である。
【０１２０】
　チャンネル・アップ／ダウンキー３０，３２が押下された時、押下されたのがチャンネ
ル・アップキー３０かチャンネル・ダウンキー３２かを調べる（Ｓ２７２）。チャンネル
・アップキー３０であれば、データ列変数ｓをインクリメントする（Ｓ２７３）。データ
列変数ｓがＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きい値か否かを判断し（Ｓ２
７４）、真であれば、データ列変数ｓを"０"に戻す（Ｓ２７５）。偽であれば、Ｓ２７６
にスキップする。尚、データ列変数ｓは、電源投入時には初期値"０"であるが、以降、値
は初期化されない。ＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、合成番組情報記憶部５
８中の番組情報データ列の最大データ番号である。
【０１２１】
　次に、チャンネル・アップ操作通知を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ２７６）。合成
番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列のｓ番目のデータに格納されているチ
ャンネル番号に基づき、選局を行い（Ｓ２８１）、処理を終了する（Ｓ２８２）。
【０１２２】
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　図２０は、少なくとも片方のＴＶ受信機において同時視聴開始キー３４が押された後に
チャンネル・アップ／ダウンキー３０、３２が押された時に、制御部７４が行う処理を示
すフローチャートである。
【０１２３】
　チャンネル・アップ／ダウンキー３０，３２が押下された時、押下されたのがチャンネ
ル・アップキー３０かチャンネル・ダウンキー３２かを調べる（Ｓ３２２）。チャンネル
・アップキー３０であれば、データ列変数ｓをインクリメントする（Ｓ３２３）。データ
列変数ｓがＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいか否かを判断し（Ｓ３２
４）、真であれば、データ列変数ｓに"０"を代入する（Ｓ３２５）。偽であれば、Ｓ３２
６にスキップする。
【０１２４】
　尚、データ列変数ｓは、電源投入時には初期値"０"であるが、以降、値は初期化されな
い。ＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、合成番組情報記憶部５８の番組情報デ
ータ列の最大データ番号である。
【０１２５】
　次に、チャンネル・アップ操作通知を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ３２６）。送信
用番組情報記憶部５６の０番目のデータからネットワークＩＤ＝Ｙを抽出し（Ｓ３３１）
、合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列のｓ番目のデータからネットワ
ークＩＤ＝Ｙに対応するチャンネル番号を参照し、そのチャンネル番号に基づき選局を行
い（Ｓ３３２）、処理を終了する（Ｓ３３３）。
【０１２６】
　押下されたのがチャンネル・ダウンキー３２であれば（Ｓ３２２）、データ列変数ｓを
デクリメントする（Ｓ３２７）。データ列変数ｓがマイナスの値かを判断し（Ｓ３２８）
、真であれば、データ列変数ｓにＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭを代入する（
Ｓ３２９）。チャンネル・ダウン操作通知を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ３３０）。
以降、Ｓ３３１，Ｓ３３２の処理を行い、終了する（Ｓ３３３）。
【０１２７】
　以上の処理により、一方のリモコンによるチャンネル選局操作により、双方で同じ放送
番組に切り替え、視聴することが可能である。放送番組編成の異なる地域間であっても、
両ユーザが視聴可能な同じ放送番組を探す手間も、その放送番組を選局するためのリモコ
ン操作の手間も無しで、同じ放送番組を視聴できる。
【０１２８】
　加えて、同じ放送番組でありながら地域間でチャンネル番号が異なっている場合でも、
同じ放送番組に切り替え、視聴することが可能となる。
【実施例３】
【０１２９】
　本発明の実施例３を説明する。実施例３では、選局不可の場合に、入力映像情報に選局
不可を示すダイアログを合成して表示する。その他の、基本的な構成と動作は実施例１と
同じである。
【０１３０】
　画像合成部５０は、制御部７４からの指示に従い、入力映像情報にダイアログ"選局で
きません"を合成して、表示部５２に出力する。
【０１３１】
　この実施例では、送信用番組情報記憶部５６に図２１に示すような番組情報データ列が
格納され、受信用番組情報記憶部６４には、図２２に示すような番組情報データ列が格納
される。
【０１３２】
　制御部７４は、送信用番組情報記憶部５６に格納される番組情報データ列と受信用番組
情報記憶部６４に格納される番組情報データ列を調査する。番組名称が一致する場合、送
信用番組情報記憶部５６と受信用番組情報記憶部６４の番組情報データ列からチャンネル
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番号を抽出し、それぞれを自チャンネル番号欄及び相手チャンネル番号欄に格納する。番
組名称が一致しない場合、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列からのチャンネ
ル番号を自チャンネル番号欄に格納し、相手チャンネル番号欄には、"選局不可能"を示す
"０"を格納して、図２３に示すような番組情報データ列を作成し、合成番組情報記憶部５
８に保持する。
【０１３３】
　また、制御部７４は、リモコン受信部７２からテンキー３６による選局操作通知を受け
ると、合成番組情報記憶部５８のデータ列（図２３）の自チャンネル番号欄からテンキー
で入力された番号と一致するものを探す。一致する場合、そのデータの相手チャンネル番
号欄から相手チャンネル番号を抽出し、通信部６２を介して相手のＴＶ受信機に送信する
。そして、そのテンキー番号のチャンネルを選局するように信号処理部４４を制御する。
制御部７４は、通信部６２からチャンネル番号を受けた時には、そのチャンネル番号を選
局するように信号処理部４４を制御する。
【０１３４】
　図２５、図２６及び図２７を参照して、実施例３におけるＴＶ受信機間の処理シーケン
ス及び双方のＴＶ受信機の表示形態を説明する。
【０１３５】
　ＴＶ受信機１０ａの合成処理（Ｓ４１７）では、まず、送信用番組情報記憶部５６の番
組情報データ列（図２１）の０番目のデータ（１ｃｈ　ニュース）４０１を参照し、受信
用番組情報記憶部６４の番組情報データ列（図２２）から番組名称の一致するデータ（９
ｃｈ　ニュース）４２５を抽出する。そして、合成番組情報記憶部５８のデータ列（図２
３）の中の０番目のデータ４４１として、自チャンネル番号欄４４８に"１ｃｈ"を、相手
チャンネル番号欄４４９に"９ｃｈ"を格納し、保持する。
【０１３６】
　次に、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列（図２１）の１番目のデータ"３
ｃｈ　アフリカの神秘"４０２を参照し、受信用番組情報記憶部６４の番組情報データ列
（図２２）から、番組名称の一致するデータ（３ｃｈ　アフリカの神秘）４２２を抽出す
る。そして、合成番組情報記憶部５８のデータ列（図２３）の１番目のデータ４４２とし
て、自チャンネル番号欄４５０に"３ｃｈ"を、相手チャンネル番号欄４５１に"３ｃｈ"を
格納し、保持する。
【０１３７】
　次に、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列（図２１）の２番目のデータ（４
ｃｈ　がちんこ）４０３を参照し、受信用番組情報記憶部６４の番組情報データ列（図２
２）に番組名称の一致するデータがない場合、合成番組情報記憶部５８のデータ列（図２
３）の２番目のデータ４４３として、自チャンネル番号欄４５２に"４ｃｈ"を、相手チャ
ンネル番号欄４５３に選局不可能を示す"０"を格納し、保持する。
【０１３８】
　以降、同様な処理を行う。その結果、図２３に示す内容の番組情報データ列が形成され
、合成番組情報記憶部５８に保持される。
【０１３９】
　ＴＶ受信機１０ｂの合成処理（Ｓ４１６）も、基本的に上記と同様である。ＴＶ受信機
１０ｂでは、ＴＶ受信機１０ａの合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列とは異なる
図２４に示すような番組情報データ列が形成され、合成番組情報記憶部５８に保持される
。
【０１４０】
　ユーザが、ＴＶ受信機１０ａのリモコン２２ａでテンキー３６の"８"キーを操作したと
する（Ｓ４１９）。ＴＶ受信機１０ａは、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列（
図２３）から、自チャンネル番号欄が８ｃｈである４番目のデータ４４５を参照する。そ
の相手チャンネル番号欄４５７が"０"でないので、選局可能と判断し（Ｓ４２０）、相手
チャンネル番号欄４５７の内容"１ｃｈ"をＴＶ受信機１０ｂに送信する（Ｓ４２１）。そ
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して、自チャンネル番号欄４５６の値"８ｃｈ"に応じたチャンネルに信号処理部４４を選
局する（Ｓ４２２）。
【０１４１】
　チャンネル番号"１ｃｈ"を通信部６２を介して受信したＴＶ受信機１０ｂは、そのチャ
ンネル１ｃｈに信号処理部４４を選局する（Ｓ４２３）。この時、図２６に示すように、
ＴＶ受信機１０ａのＴＶ放送番組視聴画面１８ａには、８ｃｈの番組「整形美人」が表示
され、ＴＶ受信機１０ｂのＴＶ放送番組視聴画面１８ｂには、１ｃｈの番組"整形美人"が
表示される。
【０１４２】
　次に、ユーザが、ＴＶ受信機Ｂ５０４のリモコン５０６でテンキー３６のキー"５"を操
作したとする（Ｓ４２４）。ＴＶ受信機１０ｂは、合成番組情報記憶部５８の番組情報デ
ータ列（図２４）から、自チャンネル番号欄が"５ｃｈ"である２番目のデータ４７３を参
照する。データ４７３に対応する相手チャンネル番号欄４８３が"０"であるので、選局不
可能と判断し（Ｓ４２５）、選局処理を行わず、選局不可能であることを示す制御信号（
画像合成部に対して”選局できません”という情報を表示するダイアログの表示を指示す
る信号）を出力する。この制御信号に基づいて、画像合成部５０によって”選局できませ
ん”という表示が行われるダイアログを合成表示する処理（Ｓ４２６）が行われる。これ
により、ＴＶ受信機１０ｂのＴＶ放送番組視聴画面１８ｂには、図２８に示すように"選
局できません"２４ｂが合成表示される。尚、Ｓ４０１～Ｓ４１５及びＳ４２７～Ｓ４３
９の処理は、実施例１と同様である。これは”選局できません”というダイアログを表示
するなどの警告映像を表示することで、相手側の受信機で選局できない番組であること（
共通選局ができない番組であること）を使用者に知覚させるのではなく、例えば警告音な
どの音声信号によって知覚させたり、警告ランプを点灯させることによって知覚させたり
する構成を採用することもできる。
【０１４３】
　図２８は、制御部７４が行う合成処理Ｓ２１４，Ｓ２３２を示すフローチャートである
。データ列変数ｎの初期値は"０"である。ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭは、送信用番組情報
記憶部５６の番組情報データ列の最大データ番号である。
【０１４４】
　データ列変数ｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいか否かを判断し（Ｓ５０２）、
真であれば、処理を終了する（Ｓ５１０）。偽、つまりｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以
下であれば、送信用番組情報記憶部５６の番組情報データ列のｎ番目のデータから、チャ
ンネル番号及び番組名称を取り出す（Ｓ５０３）。
【０１４５】
　合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列のｎ番目の自チャンネル番号欄にＳ５０３
で抽出したチャンネル番号を格納する（Ｓ５０４）。受信用番組情報記憶部６４の番組情
報データ列をソートし、Ｓ５０３で抽出した番組名称と一致するデータがあるかどうかを
調べる（Ｓ５０５）。一致するデータがあれば、受信用番組情報記憶部６４の該当するデ
ータからチャンネル番号を取り出し（Ｓ５０６）、合成番組情報記憶部５８の番組情報デ
ータ列のｎ番目の相手チャンネル番号欄に格納する（Ｓ５０７）。
【０１４６】
　データ列変数ｎをインクリメントし（Ｓ５０８）、Ｓ５０２の処理へ戻り、以降、同様
の処理を繰り返す。
【０１４７】
　Ｓ５０５で一致するデータがなければ、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列の
ｎ番目の相手チャンネル番号欄に選局不可能を示す"０"を格納し（Ｓ５０９）、Ｓ５０８
にスキップする。以降の処理は、上記の通りである。
【０１４８】
　図２９は、少なくとも片方のＴＶ受信機において同時視聴開始キー３４が押された後に
テンキー３６を押した時に制御部７４が行う処理を示すフローチャートである。
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【０１４９】
　Ｘｃｈのテンキーが押された時、データ列変数ｓを"０"で初期化する（Ｓ５２２）。デ
ータ列変数ｓがＧＯＵＳＥＩ＿ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいか否かを判断し（Ｓ
５２３）、真であれば、処理を終了する（Ｓ５３０）。偽、即ちｓの値がＧＯＵＳＥＩ＿
ＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれば、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列の
ｓ番目の自チャンネル番号欄に格納されたチャンネル番号が、Ｘに等しいかどうかを判断
する（Ｓ５２４）。
【０１５０】
　そのチャンネル番号がＸに等しくなければ、データ列変数ｓをインクリメントし（Ｓ５
２８）、Ｓ５２３に戻る。また、等しければ、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ
列のｓ番目の相手チャンネル番号欄に格納されたチャンネル番号が、選局不可能を示す"
０"でないかどうかを判断する（Ｓ５２５）。"０"でなければ、ｓ番目の相手チャンネル
番号欄に格納されているチャンネル番号を通信部６２を介して相手側のＴＶ受信機に送信
する（Ｓ５２６）。次に、Ｘｃｈを選局し（Ｓ５２７）、処理を終了する（Ｓ５３０）。
【０１５１】
　また、Ｓ５２５で、合成番組情報記憶部５８の番組情報データ列のｓ番目の相手チャン
ネル番号欄に格納されたチャンネル番号が"０"であれば、"選局できません"という内容の
ダイアログ表示を合成表示し（Ｓ５２９）、処理を終了する（Ｓ５３０）。
【０１５２】
　図３０は、通信部６２からチャンネル番号を受信した時に制御部７４が行う処理を示す
フローチャートである。通信部６２からチャンネル番号Ｘを受信すると、Ｘｃｈを選局し
（Ｓ５４２）、処理を終了する（Ｓ５４３）。
【０１５３】
　以上の処理により、一方のリモコンによるチャンネル選局操作により２つのＴＶ受信機
で同じ放送番組に切り替え、視聴することができる。放送番組編成の異なる地域間でも、
ユーザに視聴可能な同じ放送番組を探す手間や、その放送番組を選局するための各リモコ
ン操作の手間をかけさせることなしに、同じ放送番組を視聴できるようになる。
【０１５４】
　更には、同じ放送番組でありながら、地域間でチャンネル番号が異なっている場合でも
、同じ放送番組に切り替え、視聴することが可能となる。
【０１５５】
　更には、リモコンのテンキーで選局操作を行うことにより、自地域の放送チャンネル通
りに違和感なく、同じ放送番組に切り替え、視聴することが可能となる。
【実施例４】
【０１５６】
　本発明の実施例４を説明する。
【０１５７】
　図３１は、実施例４に係るＴＶ受信機システムの構成図である。ＴＶ受信機１０１０ａ
，１０１０ｂは、インターネット１０１２を介して相互に接続している。１０１４ａ，１
０１４ｂは視聴者自身を撮影するビデオカメラ、１０１６ａ，１０１６ｂは、撮影された
相手視聴者の映像を表示する子画面、１０１８ａ，１０１８ｂは受信したＴＶ放送番組の
視聴画面、１０２０ａ，１０２０ｂはテレビ放送電波を受信するアンテナ、１０２２ａ，
１０２２ｂは、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂを操作し、視聴するＴＶ放送番組を切
り替えるリモコンである。
【０１５８】
　図３２は、リモコン１０２２ａ，１０２２ｂの平面図を示す。各リモコン１０２２ａ，
１０２２ｂは、チャンネル・アップキー１０３０、チャンネル・ダウンキー１０３２、同
時視聴開始キー１０３４及びテンキー１０３６を具備する。
【０１５９】
　図３３は、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの内部構成を示す。ＴＶ受信機１０１０
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ａ，１０１０ｂの本体１０４０にアンテナ端子１０４２があり、このアンテナ端子１０４
２にアンテナ１０２０ａ，１０２０ｂが接続する。放送局は、映像情報、音声情報及びＳ
Ｉ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）情報（社団法人電波産業会標準規格（Ａ
ＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ１０）「ディジタル放送に使用する番組配列情報」記載）を符号化及
び多重化した放送信号を出力する。ＳＩ情報の一つに、ＥＩＴ（Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）と呼ばれるチャンネル毎の番組情報が記述された番組配列情
報があり、ここには、チャンネル番号、番組名称及び放送日時などの、番組に関連する情
報が記述されている。
【０１６０】
　放送局から出力される放送信号は、アンテナ１０２０ａ，１０２０ｂで受信され、アン
テナ端子１０４２を介して信号処理部１０４４に入力する。信号処理部１０４４は、アン
テナ端子１０４２からの放送信号から、制御部１０７４の指示により映像情報及び音声情
報を復号した後、映像データ及び音声データをそれぞれ画像合成部１０５０及び音声合成
部１０４６に出力する。また、信号処理部１０４４は、アンテナ端子１０４２からの放送
信号からＳＩ情報を抽出し、ＳＩ情報記憶部１０５４に随時、出力する。ＳＩ情報記憶部
１０５４は、信号処理部１０４４からのＳＩ情報を蓄積する。
【０１６１】
　画像合成部１０５０は、複数の入力映像情報を複数の画面に表示するように合成処理し
、表示部１０５２に出力する。音声合成部１０４６は、複数の入力音声情報を切り替え又
は合成し、音声出力部１０４８に出力する。
【０１６２】
　表示部１０５２は、入力した映像情報を画像として表示する。音声出力部１０４８は、
入力した音声情報を外部へ出力する。
【０１６３】
　送信用番組情報記憶部１０５６は、制御部１０７４の指示により、ＳＩ情報記憶部１０
５４に記憶されるＥＩＴ中の番組情報（チャンネル番号及び番組名称）を放送日時に従っ
て（データ列、時間）のマトリクス状に配置した番組情報データ表を保持する。番組情報
データ表の一例を図３４に示す。この番組情報データ表は、制御部１０７４の指示により
通信部１０６２に送信される。
【０１６４】
　カメラ映像音声入力部１０７０は、撮影している映像及び音声データを符号化部１０６
８に出力する。符号化部１０６８は、入力されたデータをリアルタイムに符号化し、符号
化データを通信部１０６２に出力する。
【０１６５】
　通信部１０６２は、符号化部１０６８からの符号化されたカメラ映像音声情報をインタ
ーネット１０１２を介して相手のＴＶ受信機に送信し、インターネット１０１２を介して
相手のＴＶ受信機から受信した、符号化されたカメラ映像音声情報を、復号化部１０６０
に出力する。
【０１６６】
　通信部１０６２はまた、制御部１０７４の指示により、番組情報取得要求をインターネ
ット１０１２を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、インターネット１０１２を介して相手
のＴＶ受信機から受信した番組情報取得要求を制御部１０７４に出力する。
【０１６７】
　通信部１０６２はまた、制御部１０７４の指示により、送信用番組情報記憶部１０５６
に保持する番組情報データ表（図３４）を、インターネット１０１２を介して相手のＴＶ
受信機へ送信し、インターネット１０１２を介して相手のＴＶ受信機から受信した図３５
に示すような番組情報データ表を、受信用番組情報記憶部１０６４に出力する。
【０１６８】
　通信部１０６２はまた、制御部１０７４の指示により、番組情報取得開始信号及び合成
処理開始信号を、インターネット１０１２を介して相手のＴＶ受信機へ送信し、インター
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ネット１０１２を介して相手のＴＶ受信機から受信した信号を制御部１０７４に出力する
。
【０１６９】
　復号化部１０６０は、通信部１０６２から入力したビデオカメラ映像音声情報の符号化
データをリアルタイムに復号化し、画像合成部１０５０に出力する。
【０１７０】
　受信用番組情報記憶部１０６４は、通信部１０６２から入力された番組情報データ表を
保持する。この番組情報データ表は、図３５に示すように、送信用番組情報記憶部１０５
６に記憶されるデータ表と同様に、チャンネル番号及び番組名称を放送日時に従って（デ
ータ列、時間）座標に配置した構造からなる。
【０１７１】
　合成番組情報記憶部１０５８は、制御部１０７４の制御下で、送信用番組情報記憶部１
０５６に記憶される番組情報データ表と、受信用番組情報記憶部１０６４に記憶される番
組情報データ表とを合成して図３６に示すような番組情報データ表を形成し、保持する。
尚、合成処理の詳細は、後述する。
【０１７２】
　Ａタイマ１０６６は、合成処理を開始するために使用され、時間測定の開始後、ＴＶ受
信機に固有のタイマ値が経過すると、時間測定を停止し、タイマ終了を制御部１０７４に
通知する。
【０１７３】
　Ｂタイマ１０６７は、自動選局処理において使用される。Ｂタイマ１０６７は時計を内
蔵しており、番組情報データ表の時間軸目盛りに等しい３０分毎に、時間経過及びその時
刻（時、分）を制御部１０７４に通知する。自動選局処理については後述する。
【０１７４】
　リモコン受信部１０７２は、電源オンの後に初めて同時視聴開始キー１０３４の押下信
号を受信したときには、同時視聴開始要求を制御部１０７４に通知する。
【０１７５】
　制御部１０７４の動作を詳細に説明する。制御部１０７４は、リモコン受信部１０７２
からの同時視聴開始要求、又は、Ａタイマ１０６６からのタイマ終了通知を受けると、通
信部１０６２を介してマスター立候補要求を相手ＴＶ受信機に送信する。制御部１０７４
は、番組情報取得要求を相手のＴＶ受信機に送信し、その応答として、相手のＴＶ受信機
から図３５に示すような番組情報データ列を取得し、受信用番組情報記憶部１０６４に保
持する。制御部１０７４は、通信部１０６２を介して相手のＴＶ受信機から番組情報取得
要求を受信すると、ＳＩ情報記憶部１０５４からＥＩＴ中のチャンネル番号及び番組名称
を放送日時に従って（データ列、時間）のマトリクス状に配置した図３４に示すような番
組情報データ表を作成し、その番組情報データ列を送信用番組情報記憶部１０５６に出力
すると同時に、通信部１０６２を介して相手のＴＶ受信機に返信する。相手のＴＶ受信機
も同様の処理を行い、図３５に示す番組情報データ表を送信する。
【０１７６】
　この番組情報データ表は、データ列軸方向へはチャンネル番号の小さい順に配置され、
時間軸方向へは、放送時刻の小さい順に配置される。時間座標は３０分単位とする。番組
が、図３４のデータ１２０４、１２０９、１２１０のように３０分以上の場合は、放送時
間分だけ複数個のデータとして配置する。本実施例では、３０分単位としたが、その他で
も構わない。
【０１７７】
　制御部１０７４は、送信用番組情報記憶部１０５６に記憶される図３４に示す番組情報
データ表と、受信用番組情報記憶部１０６４に記憶される図３５に示す番組情報データ表
とから、チャンネル番号と番組名称が共に一致する番組情報データだけを抽出して、図３
６に示す番組情報データ表を作成し、合成番組情報記憶部１０５８に保持する。
【０１７８】
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　制御部１０７４は、通信部１０６２、信号処理部１０４４、ＳＩ情報記憶部１０５４、
画像合成部１０５０、音声合成部１０４６、送信用番組情報記憶部１０５６、復号化部１
０６０、受信用番組情報記憶部１０６４、合成番組情報記憶部１０５８及びＡタイマ１０
６６を統合的に制御する。
【０１７９】
　図３４乃至図３７を参照して、実施例４におけるＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂ間
の処理シーケンスを説明する。
【０１８０】
　ユーザが、電源オンの後、初めてＴＶ受信機１０１０ａのリモコン１０２２ａの同時視
聴開始キー１０３４を押下すると（Ｓ１１０１）と、タイマ１０６６を開始し（Ｓ１１０
２）、同時に、番組情報処理のマスターになることを通知するマスター立候補要求を相手
のＴＶ受信機１０１０ｂに送信する（Ｓ１１０３）。ＴＶ受信機１０１０ｂは、ＯＫを返
信する（Ｓ１０４＿２）。ＯＫを受けたＴＶ受信機１０１０ａは、マスターを示すマスタ
ー・フラグを"１"にする（Ｓ１０５＿２）。尚、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂのマ
スター・フラグの初期値は、共に"０"である。
【０１８１】
　その後、ユーザが、ＴＶ受信機１０１０ｂの同時視聴開始キー１０３４を押下した場合
（Ｓ１１０６）、ＴＶ受信機１０１０ｂは、同様にタイマを開始し（Ｓ１１０７）、マス
ター立候補要求を送信する（Ｓ１１０８）。この時、ＴＶ受信機１０１０ａは、既にマス
ター・フラグが"１"であるので、ＮＧを返信する（Ｓ１１０９）。
【０１８２】
　Ｓ１１０４の処理でＯＫを受信したＴＶ受信機１０１０ａは、番組情報取得要求をＴＶ
受信機１０１０ｂに送信する（Ｓ１１１０）。ＴＶ受信機１０１０ｂは、ＳＩ情報記憶部
１０５４に保持されるＳＩ情報から、図３５に示すような番組情報データ表を構築し、返
信する（Ｓ１１１１）。
【０１８３】
　次に、ＴＶ受信機１０１０ａは、番組情報取得要求の送信を促す番組情報取得開始信号
をＴＶ受信機１０１０ｂに通知する（Ｓ１１１２）。この信号に応じて、ＴＶ受信機１０
１０ｂは、番組情報取得要求をＴＶ受信機１０１０ａに送信し（Ｓ１１１３）、ＴＶ受信
機１０１０ａは、同様に番組情報データ表を構築し、返信する（Ｓ１１１４）。
【０１８４】
　次に、ＴＶ受信機１０１０ａは、合成処理開始信号をＴＶ受信機１０１０ｂに送信し（
Ｓ１１１５）、合成処理（Ｓ１１１６）を開始する。合成処理開始信号を受信したＴＶ受
信機１０１０ｂも、合成処理（Ｓ１１１８）を開始する。
【０１８５】
　ＴＶ受信機１０１０ａの合成処理（Ｓ１１１６）では、送信用番組情報記憶部１０５６
の図３４に示すような番組情報データ表において、現時刻が９：４０だった場合、（０、
９：３０）座標のデータ"１ｃｈ、ニュース"１２０１を参照し、受信用番組情報記憶部１
０６４中の図３５に示すような番組情報データ表中の（ｘ、９：３０）座標に、チャンネ
ル番号と番組名称の両方が一致するデータがあるかどうかを調べし、チャンネル番号と番
組名称の両方が一致するデータがなければ、合成番組情報記憶部１０５８の図３６に示す
ような番組情報データ表の（０、９：３０）座標のデータ１２４１に"０"を代入する。
【０１８６】
　次に、送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表（図３４）の、データ列軸方
向に１単位分インクリメントした（１、９：３０）座標のデータ（３ｃｈ、アフリカの神
秘）１２０２を参照し、同様にソートし、図３５の番組情報データ表中から、チャンネル
番号と番組名称の両方が一致する（１、９：３０）座標のデータ（３ｃｈ、アフリカの神
秘）１２２２を検出し、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（１、９：３
０）座標のデータ１２４２にチャンネル番号"３ｃｈ"を代入する。
【０１８７】
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　以降、同様な処理が行われる。その結果、チャンネル番号と番組名称が共に一致するデ
ータ（４ｃｈ、どうぶつ天国）、（８ｃｈ、整形美人）、（１０ｃｈ、ニュース１０）及
び（１２ｃｈ、なんでも鑑定）については各々チャンネル番号を、一致しなかったデータ
については"０"を、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表（図３６）のセル１
２４３～１２４７に格納する。
【０１８８】
　次に、送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表（図３４）において、時間軸
方向に１単位分インクリメントした（０、１０：００）座標のデータ"１ｃｈ、ちゅらサ
ン"１２０８を参照し、以降、上記と同様な処理を繰り返し、一致したデータについては
チャンネル番号を、一致しなかったデータについては"０"を、合成番組情報記憶部１０５
８の番組情報データ表（図３６）に格納する。これにより、番組情報データ表（図３６）
が完成する。
【０１８９】
　尚、図３４，図３５及び図３６に示す番組情報データ表には、時間軸が９：３０から１
１：００までしか示していないが、勿論、この範囲外のデータを含むことができる。本実
施例では、データ列軸方向へチャンネル番号の小さい順に番組情報データ表を構成したが
、他の順序で構成しても構わない。
【０１９０】
　ＴＶ受信機１０１０ｂの合成処理（Ｓ１１１８）も、上記と同様な処理を行うことによ
って、ＴＶ受信機１０１０ａの合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表と等しい
図３６に示すような番組情報データ表を構成し、ＴＶ受信機１０１０ｂの合成番組情報記
憶部１０５８に保持する。この時、ＴＶ受信機１０１０ｂの送信用番組情報記憶部１０５
６には、図３４に示す番組情報データ表が格納され、受信用番組情報記憶部１０６４には
、図３５に示す番組情報データ表が格納されている。
【０１９１】
　そして、ＴＶ受信機１０１０ａは、番組情報処理のマスターを放棄したことを示すため
、マスター・フラグを"０"にする（Ｓ１１１７）。
【０１９２】
　この後、ＴＶ受信機１０１０ａは、Ａタイマ１０６６からタイマ終了の通知を受けると
（Ｓ１１１９）と、再び、Ａタイマ１０６６を開始し（Ｓ１１２０）、先述したように、
マスター立候補要求を相手のＴＶ受信機１０１０ｂに送信し（Ｓ１１２１）、以降、同様
な処理（Ｓ１１２２）～（Ｓ１１３２）を繰り返す。ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂ
の各タイマ値は、異なっていても何ら問題はない。
【０１９３】
　図３６、図３８及び図３９を参照して、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの双方で視
聴中の同一番組が放送終了時刻になった時の、各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの自
動選局処理を説明する。ここでの自動選局処理は、上述した合成処理の後に実行可能とな
る。
【０１９４】
　現時刻９：４０に、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの視聴者が"４ｃｈ、どうぶつ
天国"を視聴しており、図３８に示すように、ＴＶ放送番組視聴画面１０１８ａ，１０１
８ｂに番組「どうぶつ天国」が表示される。この時、各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０
ｂは、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表（図３６）の（２、９：３０）座
標のデータ１２４３を参照している。
【０１９５】
　その後、１０：００になったことをＢタイマ１０６７から通知されると、（２、１０：
００）座標のデータ１２４８を参照する。１０：３０になったことをＢタイマ１０６７か
ら通知されると、時間軸方向に１単位分インクリメントし、（３、１０：３０）座標のデ
ータ１２４９を参照する。
【０１９６】
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　データ１２４９には、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂ間で、チャンネル番号と番組
名称の少なくとも一方が一致しないことを示す"０"が格納されている。この場合、データ
列軸方向に１単位分インクリメントし、（４、１０：３０）座標のデータ１２５０を参照
する。データ１２５０には同様に"０"が格納されているので、再度、データ列軸方向に１
単位分インクリメントし、（５、１０：３０）座標のデータ１２５１を参照する。データ
１２５１には、"０"の値でないチャンネル番号"８ｃｈ"が格納されており、この場合、チ
ャンネル番号８ｃｈを信号処理部１０４４で選局する。
【０１９７】
　以上の様な処理を実行することにより、各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂは、図３
９に示すように、ＴＶ放送番組視聴画面１０１８ａ，１０１８ｂに８ｃｈの同じ番組「水
曜スペシャル」を選局表示する。
【０１９８】
　現時刻１０：１０に、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの視聴者が"１２ｃｈ、なん
でも鑑定"を視聴している時、合成番組情報記憶部１０５８の（６、１０：００）座標の
データ１２５２を参照し、その後、１０：３０になったことをＢタイマ１０６７から通知
されると、上述したように時間軸方向に１単位分インクリメントして、（６、１０：３０
）座標のデータ１２５３を参照する。
【０１９９】
　データ１２５３には、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂ間でチャンネル番号と番組名
称の少なくとも一方が一致しないことを示す"０"が格納されており、かつ、データ列番号
が最大値に達しているので、データ列番号０の（０、１０：３０）座標のデータ１２５４
を参照する。以降、上述と同様な処理を行う。
【０２００】
　選局を行う前に、現時刻において、共通視聴可能な全番組の情報を合成番組情報記憶部
１０５８の番組情報データ表中から同様な参照方法で抽出し、その番組情報を一覧できる
リストを表示部１０５２へ出力する処理を行っても構わない。
【０２０１】
　各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂが自律的に自動選局するとしたが、一方のＴＶ受
信機のみが自動選局を行い、接続された他方のＴＶ受信機に対して、選局情報を送信し、
他方のＴＶ受信機が、受信した選局情報に従って選局処理を行うという構成を採用しても
よい。
【０２０２】
　図４０は、ユーザが、電源オンの後に初めて同時視聴開始キー１０３４を押した時、及
びタイマ１０６６からタイマ終了の通知を受けた時の、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０
ｂの制御部１０７４が行う処理を示すフローチャートである。
【０２０３】
　リモコン受信部１０７２からの同時視聴開始要求、又は、タイマ１０６６からのタイマ
終了通知を受けると、タイマ１０６６の時間測定を開始し（Ｓ１２０２）、マスター立候
補要求を相手のＴＶ受信機へ送信する（Ｓ１２０３）。その後、相手のＴＶ受信機から応
答を受信する（Ｓ１２０４）。応答がＮＧであれば、処理を終了する（Ｓ１２１６）。応
答がＯＫである場合、マスター・フラグを"１"にし（Ｓ１１０５）、番組情報取得要求を
相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ１２０６）。その後、相手のＴＶ受信機から番組情報デ
ータ表を受信し（Ｓ１２０７）、受信用番組情報記憶部１０６４に上書きする（Ｓ１２０
８）。
【０２０４】
　次に、番組情報取得開始信号を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ１２０９）。相手のＴ
Ｖ受信機から番組情報取得要求を受信すると（Ｓ１２１０）、ＳＩ情報記憶部１０５４か
ら現時刻に放送中の番組情報データ表を抽出し、送信用番組情報記憶部１０５６に上書き
する（Ｓ１２１１）。
【０２０５】
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　送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ
１２１２）。次に、合成処理開始信号を相手のＴＶ受信機に送信し（Ｓ１２１３）、後述
する合成処理を開始する（Ｓ１２１４）。その後、マスター・フラグを"０"に戻し、処理
を終了する（Ｓ１２１５）。
【０２０６】
　図４１は、マスター立候補要求を受信した後の、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの
本体１０４０の制御部１０７４が行う処理を示すフローチャートである。
【０２０７】
　相手のＴＶ受信機からのマスター立候補要求を受信した後、マスター・フラグの値が"
０"であるか否かを判断する（Ｓ１２２２）。偽、即ちマスター・フラグが"１"なら、Ｎ
Ｇを応答として返信し（Ｓ１２３３）、処理を終了する。真、即ち、マスター・フラグが
"０"なら、ＯＫを応答として返信する（Ｓ１２２３）。
【０２０８】
　次に、相手のＴＶ受信機から番組情報取得要求を受信すると（Ｓ１２２４）と、ＳＩ情
報記憶部１０５４から現時刻に放送中の番組情報データ表を抽出し、送信用番組情報記憶
部１０５６に上書きする（Ｓ１２２５）。次に、送信用番組情報記憶部１０５６の番組情
報データ表を相手のＴＶ受信機に送信する（Ｓ１２２６）。
【０２０９】
　相手のＴＶ受信機から番組情報取得開始信号を受信すると（Ｓ１２２７）、番組情報取
得要求を相手ＴＶ受信機に送信する（Ｓ１２２８）。その後、相手のＴＶ受信機から番組
情報データ表を受信し（Ｓ１２２９）、受信用番組情報記憶部１０６４に上書きする（Ｓ
１２３０）。
【０２１０】
　相手のＴＶ受信機から合成処理開始信号を受信すると（Ｓ１２３１）、Ｓ１１１６，Ｓ
１１１８で実行される合成処理を開始し（Ｓ１２３２）、処理を終了する（Ｓ１２３４）
。
【０２１１】
　図４２は、制御部１０７４が行う合成処理Ｓ１１１６，Ｓ１１１８を示すフローチャー
トである。
【０２１２】
　初期値が"０"である時間変数ｔが、送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表
での時間軸方向の最大データ列番号であるＭＡＸ＿Ｔ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいか否
かを判断する（Ｓ１２５２）。真であれば、処理を終了する（Ｓ１２６２）。番組情報デ
ータ表の時間軸方向のデータ番号は、０から割り振られるものとする。偽、即ち、ｔがＭ
ＡＸ＿Ｔ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれば、次に、初期値が"０"であるデータ列変数ｎが
、データ列軸方向の最大データ列番号であるＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいかどう
かを判断する（Ｓ１２５５）。真であれば、時間変数ｔをインクリメントし（Ｓ１２５４
）、Ｓ１２５２に戻る。偽、即ち、ｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれば、送信用
番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データから、チャンネル番
号と番組名称を取り出す（Ｓ１２５６）。
【０２１３】
　次に、受信用番組情報記憶部１０６４の番組情報データ表の（ｘ、ｔ）座標データをソ
ートし、チャンネル番号の一致する番組情報データがあるか否かを判断する（Ｓ１２５７
）。ｘは任意である。偽、即ち、一致するデータがなければ、合成番組情報記憶部１０５
８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データに"０"を格納し（Ｓ１２６１）、Ｓ１２６
０にスキップする。
【０２１４】
　Ｓ１２５７で、真、即ち、チャンネル番号の一致するデータがあれば、双方の（ｎ、ｔ
）座標データ中の番組名称が一致しているか否かを判断する（Ｓ１２５８）。偽、即ち、
番組名称が一致しなければ、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ
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）座標データに"０"を格納し（Ｓ１２６１）、Ｓ１２６０にスキップする。
【０２１５】
　Ｓ１２５８で、真、即ち、番組名称が一致していれば、合成番組情報記憶部１０５８の
番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データに、Ｓ１２５６の処理で抽出したチャンネル番
号を格納し（Ｓ１２５９）、データ列変数ｎをインクリメントし（Ｓ１２６０）、Ｓ１２
５５に戻り、以降、上述の処理を繰り返す。
【０２１６】
　図４３は、Ｂタイマ１０６７から時間経過（時刻）通知を受けた後、合成番組情報記憶
部１０５８の番組情報データ表の参照先を、時間軸方向に１単位分インクリメントした後
に開始する、各ＴＶ受信機の自動選局処理を示すフローチャートである。
【０２１７】
　参照先である合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データ
が"０"か否かを判断する（Ｓ１２７２）。偽であれば、Ｓ１２８０にスキップする。真で
あれば、現在、参照中のデータ列変数ｎの値を開始データＣに記憶し（Ｓ１２７３）、ｎ
をインクリメントし（Ｓ１２７４）、ｎがデータ列軸方向の最大データ列番号であるＭＡ
Ｘ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいかどうかを判断する（Ｓ１２７５）。偽であれば、Ｓ１
２７７にスキップする。真であれば、ｎに"０"を代入し（Ｓ１２７６）、ｎが開始データ
Ｃの値と等しいか否かを判断する（Ｓ１２７７）。真であれば、処理を終了し（Ｓ１２８
０）、偽であれば、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標デ
ータが"０"か否かを判断する（Ｓ１２７８）。真であれば、ｎのインクリメント処理（Ｓ
１２７４）に戻り、偽であれば、番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データに格納されて
いるチャンネル番号を選局し（Ｓ１２７９）、処理を終了する（Ｓ１２８０）。
【０２１８】
　以上の処理により、各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂは、双方で視聴中の共通のＴ
Ｖ番組の放送終了後に、そのままのチャンネルでは双方で共通なＴＶ番組を視聴すること
ができなくなったことを検知することが可能となる。その後、双方で視聴可能な他のＴＶ
番組を探し、そのＴＶ番組に自動で選局を切り替えることが可能となる。従って、地上波
放送などの、放送番組のチャンネル番号等、番組プログラムが異なる地域間で、視聴して
いた共通のＴＶ番組の放送終了後、共通に視聴不可能となった場合に、各視聴者が手操作
で他の共通に視聴可能な番組を選局する手間を省くことができる。
【実施例５】
【０２１９】
　本発明の実施例５を説明する。実施例５は、実施例４の変更例であり、特に説明しない
部分は、実施例４と同じである。
【０２２０】
　送信用番組情報記憶部１０５６は、制御部１０７４の指示により、ＳＩ情報記憶部１０
５４のＥＩＴ中のチャンネル番号及び番組名称を放送日時に従って、（データ列、時間）
のマトリクス形状に配置した番組情報データ表を保持する。その番組情報データ表の一例
を図４４に示す。
【０２２１】
　受信用番組情報記憶部１０６４は、通信部１０６２から入力された図４５に例示するよ
うな番組情報データ表を保持する。この番組情報データ表は、送信用番組情報記憶部１０
５６のデータ表と同じ構成順である。
【０２２２】
　制御部１０７４は、通信部１０６２を通じて相手のＴＶ受信機から番組情報取得要求を
受信すると、ＳＩ情報記憶部１０５４からＥＩＴ中のチャンネル番号、番組名称及び放送
開始時刻を読み出し、放送日時に従って（データ列、時間）のマトリクス形状に配置する
ことにより、図４４に示すような現時刻からの番組情報データ表を作成し、送信用番組情
報記憶部１０５６に格納する。制御部１０７４はまた、この番組情報データ表を通信部１
０６２を介して相手のＴＶ受信機に返信する。
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【０２２３】
　尚、相手のＴＶ受信機も同様の処理を行い、図４５に示す番組情報データ表を送信する
ことは言うまでもない。相手のＴＶ受信機から図４５に例示する番組情報データ表を取得
すると、受信用番組情報記憶部１０６４に格納する。
【０２２４】
　制御部１０７４は、送信用番組情報記憶部５６＿２に格納される図４４に示す番組情報
データ表と、受信用番組情報記憶部１０６４に格納される図４５に示す番組情報データ表
とから、同一時間座標においてチャンネル番号、番組名称及び放送開始時刻が一致する番
組情報データだけを抽出し、図４６に示すような、チャンネル番号と放送開始時刻から構
成される番組情報データ表を作成し、合成番組情報記憶部１０５８に格納する。
【０２２５】
　図３７、図４４、図４５及び図４６を参照して、実施例５におけるＴＶ受信機１０１０
ａ，１０１０ｂ合成処理を説明する。
【０２２６】
　ＴＶ受信機１０１０ａの合成処理（Ｓ１１１６）では、送信用番組情報記憶部１０５６
の番組情報データ表（図４４）において、現時刻が９：４０だった場合、（０、９：３０
）座標のデータ（１ｃｈ、ニュース、９：３０）１４０１を参照し、受信用番組情報記憶
部１０６４の番組情報データ表（図４５）の（ｘ、９：３０）座標に、チャンネル番号、
番組名称及び放送開始時刻の一致するデータがあるかどうかを調べ、チャンネル番号、番
組名称及び放送開始時刻の一致するデータがなければ、合成番組情報記憶部１０５８の番
組情報データ表（図４６）の（０、９：３０）座標のデータ１４４１に"０"を代入する。
【０２２７】
　送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表（図４４）の、データ列軸方向に１
単位分インクリメントした（１、９：３０）座標のデータ（３ｃｈ、アフリカの神秘、９
：３０Ｚ）１４０２を参照し、同様にソートし、番組情報データ表（図４５）中から、チ
ャンネル番号、番組名称及び放送開始時刻の一致する（１、９：３０）座標のデータ（３
ｃｈ、アフリカの神秘、９：３０）１４２２を検出し、合成番組情報記憶部１０５８の番
組情報データ表の（０、９：３０）座標のデータ１４４２にチャンネル番号と放送開始時
刻（３ｃｈ、９：３０）を代入する。
【０２２８】
　以降、同様の処理を行う。その結果として、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報デ
ータ表（図４６）のデータ１４４３～１４４７に、チャンネル番号、番組名称及び放送開
始時刻の一致したデータ（４ｃｈ、どうぶつ天国、９：３０）、（８ｃｈ、整形美人、９
：３０）、（１０ｃｈ、ニュース１０、９：３０）、（１２ｃｈ、なんでも鑑定、９：３
０）については、チャンネル番号と放送開始時刻を格納し、一致しなかったデータについ
ては、"０"を格納する。
【０２２９】
　送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表（図４４）において、時間軸方向に
１単位分インクリメントした（０、１０：００）座標のデータ１４０８を参照し、以降、
上記同様な処理を繰り返する。一致したデータについては、チャンネル番号と放送開始時
刻を合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表（図４６）に格納し、一致しなかっ
たデータについては、"０"を合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表（図４６）
に格納する。これにより、番組情報データ表（図４６）が完成する。
【０２３０】
　図４４，図４５及び図４６に示す番組情報データ表では、時間軸として９：３０から１
１：００までの範囲を図示してあるが、一般的には、これ以外の時間のデータを含むこと
は明らかである。図４４～図４６では、データ列軸方向でチャンネル番号の小さい順に番
組情報データ表を構成したが、他の順序で構成しても構わない。
【０２３１】
　ＴＶ受信機１０１０ｂの合成処理（Ｓ１１１８）も、上記と同様であり、その結果とし
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て、ＴＶ受信機１０１０ａの合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表と等しい内
容の番組情報データ表が形成され、ＴＶ受信機１０１０ｂの合成番組情報記憶部１０５８
に格納される。この時、ＴＶ受信機１０１０ｂの送信用番組情報記憶部１０５６には、図
４４に示す番組情報データ表が格納され、受信用番組情報記憶部１０６４には、図４５に
示す番組情報データ表が格納されている。
【０２３２】
　図４６、図４７及び図４８を参照して、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの双方で視
聴中の同一番組が放送終了時刻になった時の、各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの自
動選局処理を説明する。この自動選局処理は、上述した合成処理後に実行可能となる。
【０２３３】
　現時刻９：４０で、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの視聴者が（４ｃｈ、どうぶつ
天国）を視聴しており、図４７に示すように、ＴＶ放送番組視聴画面１０１８ａ，１０１
８ｂに４ｃｈの「どうぶつ天国」が表示されているとする。この時、各ＴＶ受信機１０１
０ａ，１０１０ｂは、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表（図４６）の（２
、９：３０）座標のデータ１４４３を参照している。
【０２３４】
　１０：００になったことをＢタイマ１０６７から通知されると、制御部１０７４は、参
照データを時間軸方向に１単位分インクリメントし、（２、１０：００）座標のデータ１
４４８を参照する。
【０２３５】
　１０：３０になったことをＢタイマ１０６７から通知されると、時間軸方向に１単位分
インクリメントし、（２、１０：３０）座標のデータ１４４９を参照する。データ１４４
９には、ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂ間で、チャンネル番号と番組名称の少なくと
も一方が一致しないことを示す"０"が格納されている。この場合、データ列軸方向に１単
位分インクリメントし、（３、１０：３０）座標のデータ１４５０を参照する。データ１
４５０には同様に"０"が格納されているので、再度、データ列軸方向に１単位分インクリ
メントし、（４、１０：３０）座標のデータ１４５１を参照する。
【０２３６】
　データ１４５１には"０"でないチャンネル番号"８ｃｈ"が格納されている。この場合、
Ｂタイマ１０６７から受けた時刻１０：３０と放送開始時刻が等しいかどうかを調べる。
このデータ１４５１には放送開始時刻"１０：００"が格納されているので、再度、データ
列軸方向に１単位分インクリメントし、（５、１０：３０）座標のデータ１４５２を参照
する。データ１４５２には、"０"でないチャンネル番号"１０ｃｈ"が格納されており、か
つ、Ｂタイマ１０６７から受けた時刻１０：３０に等しい放送開始時刻"１０：３０"が格
納されている。この場合、１０ｃｈを信号処理部１０４４で選局する。
【０２３７】
　各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂにおいて上述の処理を行うことで、図４８に示す
通り、ＴＶ放送番組視聴画面１０１８ａ，１０１８ｂに１０ｃｈの"サッカー速報"が表示
される。
【０２３８】
　図４９は、実施例５における合成処理（Ｓ１１１６，Ｓ１１１８）を示すフローチャー
トである。
【０２３９】
　初期値が"０"である時間変数ｔが、送信用番組情報記憶部１０５６の番組情報データ表
での時間軸方向の最大データ番号であるＭＡＸ＿Ｔ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいかどう
かを判断する（Ｓ１３０２）。真であれば、処理を終了する（Ｓ１３１２）。番組情報デ
ータ表の時間軸方向のデータ番号は、０から割り振られるものとする。偽、即ちｔがＭＡ
Ｘ＿Ｔ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれば、初期値が"０"であるデータ列変数ｎが、データ
列軸方向の最大データ列番号であるＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きいかどうかを判断
し（Ｓ１３０３）、真であれば、時間変数ｔをインクリメントし（Ｓ１３０４）、Ｓ１３
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０２に戻る。偽、即ちｎがＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭ以下であれば、送信用番組情報記憶
部１０５６の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データから、チャンネル番号、番組名称
及び放送開始時刻を取り出す（Ｓ１３０５）。
【０２４０】
　次に、受信用番組情報記憶部１０６４の番組情報データ表の（ｘ、ｔ）座標データをソ
ートし、チャンネル番号の一致する番組情報データをサーチする（Ｓ１３０６）。ｘは任
意である。偽即ち、チャンネル番号の一致するデータがなければ、合成番組情報記憶部１
０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データのチャンネル番号に"０"を格納し（Ｓ
１３１１）、Ｓ１３１０にスキップする。
【０２４１】
　Ｓ１３０６で、真、即ちチャンネル番号の一致するデータがあれば、双方の（ｎ、ｔ）
座標データ中の番組名称が一致しているか否かを判断する（Ｓ１３０７）。偽、即ち、番
組名称が一致しなければ、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）
座標データのチャンネル番号に"０"を格納し（Ｓ１３１１）、Ｓ１３１０にスキップする
。
【０２４２】
　Ｓ１３０７で、真、即ち、番組名称が一致していれば、双方の（ｎ、ｔ）座標データ中
の放送開始時刻が一致しているか否かを判断する（Ｓ１３０８）。偽、即ち放送開始時刻
が一致しなければ、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標デ
ータのチャンネル番号に"０"を格納し（Ｓ１３１１）、Ｓ１３１０にスキップする。
【０２４３】
　Ｓ１３０８で、真、即ち放送開始時刻が一致していれば、合成番組情報記憶部１０５８
の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データに、Ｓ１３０５で抽出したチャンネル番号と
放送開始時刻を格納し（Ｓ１３０９）、データ列変数ｎをインクリメントし（Ｓ１３１０
）、Ｓ１３０３に戻り、以降、処理を繰り返す。
【０２４４】
　図５０は、Ｂタイマ１０６７から時間経過（時刻）通知を受けた後、合成番組情報記憶
部１０５８の番組情報データ表の参照先を時間軸方向に１単位分インクリメントし、その
後に開始する各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの自動選局処理を示すフローチャート
である。
【０２４５】
　合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の参照先である（ｎ、ｔ）座標データ
が"０"か否かを判断する（Ｓ１３５２）。偽であれば、Ｓ１３６０にスキップする。真で
あれば、現在、参照中のデータ列変数ｎの値を開始データＣに記憶し（Ｓ１３５３）、ｎ
をインクリメントする（Ｓ１３５４）。
【０２４６】
　ｎが、データ列軸方向の最大データ列番号であるＭＡＸ＿ＤＡＴＡ＿ＮＵＭより大きい
か否かを判断する（Ｓ１３５５）。偽であれば、Ｓ１３５７にスキップする。真であれば
、ｎに"０"を代入し（Ｓ１３５６）、ｎが開始データＣの値と等しいか否かを判断する（
Ｓ１３５７）。真であれば、処理を終了し（Ｓ１３６１）、偽であれば、合成番組情報記
憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データのチャンネル番号が"０"か否か
を判断する（Ｓ１３５８）。
【０２４７】
　Ｓ１３５８の判断が真であれば、ｎのインクリメント処理（Ｓ１３５４）に戻り、偽で
あれば、合成番組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の（ｎ、ｔ）座標データの放送
開始番号が、Ｂタイマ１０６７から通知された時刻と等しいか否かを判断する（Ｓ１３５
９）。偽であれば、ｎのインクリメント処理（Ｓ１３５４）に戻り、真であれば、番組情
報データ表の（ｎ、ｔ）座標データに格納されているチャンネル番号を選局し（Ｓ１３６
０）、処理を終了する（Ｓ１３６１）。
【０２４８】
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　各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂは、双方で視聴中の共通なＴＶ番組の放送終了後
、そのままのチャンネルでは、双方で共通なＴＶ番組を視聴することができなくなる事を
検知できる。その後、双方で視聴可能な他のＴＶ番組を探し、そのＴＶ番組に自動で選局
切り替えを行うことが可能となる。従って、地上波放送などの、放送番組のチャンネル番
号等、番組プログラムが異なる地域間で、視聴していた共通のＴＶ番組の放送終了後に共
通視聴が不可能となる場合に、各視聴者が手操作で他の共通に視聴可能な番組を選局する
手間を省くことができる。
【０２４９】
　加えて、放送途中の番組でなく、ちょうど放送を開始する番組に、自動で選局切り替え
を行うことが可能となり、より快適な視聴環境を視聴者に提供できる。
【０２５０】
　なお、以上述べた実施形態においては、共通に選択できる番組としてチューナで選択で
きる番組を例に挙げて説明したが、本願発明の実施形態はこれに限るものではない。具体
的には、記憶装置であるハードディスクに複数の番組の映像ストリームデータや音声スト
リームデータを蓄積しておき、蓄積しておいた番組を選択対象とすることもできる。この
場合は、双方の受信機のそれぞれに対応する記憶装置に蓄積している番組の情報をそれぞ
れ相手に送信し、共通に選択できる番組を判断するようにすればよい。またこの場合は、
チャンネルを指定するのではなく、記憶装置内のアドレスなど、番組を再生するためのデ
ータを指定するようにすればよい。またチューナで受信できる番組と、記憶装置に蓄積し
てある番組との両方を選択の対象としてもよい。
【０２５１】
　また以上述べた実施形態においては、共通に選択できる番組を、番組情報を利用して確
認する構成を示したが、例えば同じ地域に双方の受信機が存在したり、双方の受信機が同
じケーブルテレビ局からの信号を受信しているなどによって、同じチャンネル、もしくは
互いに対応するチャンネルを双方で選択すれば同じ番組が再生できる場合には、番組情報
を参照して共通に選択できるか否かを判別する必要はなく、単にチャンネルの情報を相手
側の受信機に送るだけで共通の番組を双方の受信機でそれぞれ選択して再生することが可
能となる。ただしこの場合であっても、放送信号の受信状態やチューナの性能に依存して
、特定のチャンネルについては一方の受信機では受信できるが、他方の受信機では受信で
きない場合もある。この場合は、それぞれが受信できるチャンネルの情報を互いに送信し
、共通に受信できるチャンネルを選択の対象とするようにしてもよい。
【０２５２】
　またここでいうチャンネルとは、互いに弁別可能なものであればよく、そのチャンネル
が使用する搬送波の周波数によって区別されるものに限るものではない。
【０２５３】
　以下では更に好適に連携再生ができる実施形態を説明する。
【０２５４】
　以下で示す実施形態は、以下の構成を満たしている。すなわち、ネットワークを介して
接続された第１及び第２のＴＶ受信装置を連携させるＴＶ連携システムであって、当該第
１のＴＶ受信装置は、当該第１のＴＶ受信装置の視聴者の操作による制御信号を当該第２
のＴＶ受信装置に送信する手段と、当該第２のＴＶ受信装置からの所定通知に従い、当該
第１のＴＶ受信装置の視聴者の操作に応じた制御を実行する手段とを具備し、当該第２の
ＴＶ受信装置は、当該第１のＴＶ受信装置からの当該制御信号を受信する手段と、当該制
御信号に応じた制御を当該第２のＴＶ受信装置の操作者に予告通知する手段と、当該制御
信号に従い、当該制御信号に対応する特定の制御を実行する手段と、当該制御信号の受信
を当該第２のＴＶ受信装置の操作者に通知したことを当該第１のＴＶ受信装置に通知する
通知終了通知を当該所定通知として当該第１のＴＶ受信装置に送信する手段とを具備する
ことを特徴とするＴＶ連携システムである。
【０２５５】
　ここで、一例としては、第２のＴＶ受信装置が更に、当該制御信号に対応する特定の制
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御を実行する前に、当該制御信号の当該第２のＴＶ受信装置の操作者による同意を受け入
れる手段と、当該同意の受け入れに応じて、当該制御信号に対応する特定の制御の実行と
、当該制御信号の受信の、当該第２のＴＶ受信装置の操作者への通知を直ちに実行させる
手段とを具備する。
【０２５６】
　また第２のＴＶ受信装置が更に、当該制御信号に対応する特定の制御を実行する前に、
当該制御信号の当該第２のＴＶ受信装置の操作者による拒絶を受け入れる手段と、当該拒
絶の受け入れに応じて、当該制御信号に対応する特定の制御をキャンセルさせ、その旨を
当該第２のＴＶ受信装置の操作者に通知させる手段とを具備し、
【０２５７】
　当該第１のＴＶ受信装置は、当該第２のＴＶ受信装置から、当該制御信号に対応する特
定の制御のキャンセルの通知を受信すると、当該第１のＴＶ受信装置の操作者に通知する
手段を具備する。
【０２５８】
　また当該第１及び第２のＴＶ受信装置はそれぞれ、表示画面上に情報通知用のアイコン
を表示する構成を開示する。
【０２５９】
　また当該第１及び第２のＴＶ受信装置はそれぞれ、付属するリモコン装置との間で双方
向通信可能であり、当該リモコン装置は、所定の操作ボタンに対して照光手段を具備し、
当該照光手段を当該予告通知に使用する構成を開示する。また当該リモコン装置が、視聴
者への通知手段として利用可能な振動手段を具備する構成にすることもできる。
【０２６０】
　また特定の制御の制御信号を発生させる為の操作ボタンを、ＴＶ電話機能に使用するカ
メラ装置の前面周囲に配置した構成や、特定の制御の制御信号を発生させる為の操作ボタ
ンを、ＴＶ電話機能に使用するカメラ装置の前面撮影範囲内に配置した透明タッチパネル
上にレイアウトされたボタンとする構成を開示する。
【０２６１】
　また特定の制御が、チャンネル切り替え制御である構成を開示する。
【０２６２】
　また制御信号を受信時、当該制御信号に基づくチャンネル切り替え後の放送番組を、制
御実行前に別画面に表示する構成を開示する。
【０２６３】
　以下更に具体的に述べる。
【実施例６】
【０２６４】
　図５１は、本発明の一実施例で使用するＤＴＶ装置の構成図を示す。１０００１０１は
ＤＴＶ装置のモニタ画面、１０００１０２はカメラ装置、１０００１０３はリモコン装置
、１０００１０４はＴＶ電話機能による自分のカメラ装置の確認用映像を表示する自映像
表示子画面、１０００１０５はＴＶ電話機能による相手の映像を表示する相手映像表示子
画面である。１０００１０６～１０００１０９はＴＶ電話機能による相手の操作の予告を
表示するアイコンであり、１０００１０６はチャンネルアップの操作予告のアイコン、１
０００１０７はチャンネルダウンの操作予告のアイコン、１０００１０８はカメラ装置の
パン動作の操作予告のアイコン、１０００１０９は、マイクのスイッチ動作の操作予告の
アイコンである。
【０２６５】
　図５２は、本実施例の全体構成を示す図であり、遠隔地にあるＤＴＶ装置同士がネット
ワークにより接続され、ＴＶ電話機能によるコミュニケーションを行いつつ、同時に同じ
番組を視聴するシステムの構成を示す。ここで、１０００２０１は放送衛星、１０００２
０２，１０００２０６は放送受信の為のパラボラアンテナ、１０００２０３，１０００２
０７はＤＴＶ装置、１０００２０４，１０００２０８はカメラ装置、１０００２０９，１
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０００２１０はリモコン装置、１０００２０５はＤＴＶ装置１０００２０３，１０００２
０７間で映像・音声・制御信号を伝送するネットワークである。
【０２６６】
　図５３は、番組再生装置であるＤＴＶ装置２０３，２０７の概略構成ブロック図である
。１０００３０１はデジタル放送電波を受信するアンテナ装置、１０００３０２はアンテ
ナ１０００３０１により受信された電波を選局同調するチューナ装置であり選択回路を構
成する。１０００３０３は選局された電波を復調し信号に変換する復調装置、１０００３
０４は復調された信号からＴＳ信号を分離し、さらに個別の信号に分離する分離装置（Ｄ
ＥＭＵＸ）、１０００３０５は分離されたＴＳ信号から映像信号を復号化する映像デコー
ダ、１０００３０６はＴＳ信号から音声信号を復号化する音声デコーダ、１０００３０７
は、ＴＳ信号からデータ放送及び字幕データを復号化するデータ放送／字幕デコーダであ
る。
【０２６７】
　１０００３０８はＤＴＶ装置本体の各種制御装置からの情報を表示するＯＳＤ（Ｏｎ　
Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）回路、１０００３０９はＤＴＶ装置に搭載されている各
種アプリケーション、１０００３１０はＤＴＶ装置内部で作成された各種映像情報を合成
して出力する画像合成部、モニタ装置１０００３１１はＤＴＶ装置の表示画面を構成する
ための再生装置である。
【０２６８】
　１０００３１２は、ＤＴＶ装置の各種制御の為のプログラム、アプリケーションのプロ
グラム及び各種データを格納するＲＯＭ装置、１０００３１３はＤＴＶ装置の各種制御の
為のプログラム、アプリケーションのプログラム及び各種データを必要持にロードし、ア
プリケーションを動作させる為のワークとなるＲＡＭ装置、１０００３１４はＤＴＶ装置
の各種制御及びアプリケーションを実行する制御回路を構成するＣＰＵ装置である。
【０２６９】
　１０００３１５はＤＴＶ装置と外部機器との通信を行う送信回路及び受信回路であるモ
デム装置、１０００３１６はＤＴＶ装置の限定受信動作を行う際の認証動作及び外部機器
との各種情報のやり取りを行うためのＩＣカード装置、１０００３１７はＤＴＶ装置の各
回路ブロック間で情報を伝達するバス、１０００３１８はＤＴＶ装置に接続された外部機
器との画像データを含む高速なデータのやり取りを行うインターフェース、１０００３１
９はリモコン装置からの信号を受信するリモコン受信部、１０００３２０は受信した各種
のデータ、番組コンテンツ、及びＤＴＶ装置の情報を記録蓄積するＨＤＤ装置、１０００
３２１はＤＴＶ装置の各種データを通電時以外にも記憶する不揮発性ＲＡＭである。
【０２７０】
　１０００３２２はユーザが使用するリモコン装置、１０００３２３はモデム１０００３
１５又はブリッジを介して接続する外部ネットワーク、１０００３２４はＤＴＶ装置でデ
コードされた番組コンテンツデータを携帯端末装置の視聴に適したストリームデータに変
換するエンコーダ、１０００３２５は分離装置１０００３０４で分離されたストリームデ
ータを同期させる同期制御回路、１０００３２６はカメラ装置である。
【０２７１】
　図５４は、ＤＴＶ装置１０００２０３，１０００２０７間のユーザ操作とＤＴＶ装置１
０００２０３，１０００２０７の動作の流れを示すシーケンス図である。図５４では、Ｄ
ＴＶ装置１０００２０３，１０００２０７の一方をＤＴＶ装置１０００１と表記し、他方
をＤＴＶ装置１０００２と表記している。そして、１０００４０１はＤＴＶ装置１０００
１のユーザ１０００１による操作を示し、１０００４０２はＤＴＶ装置１０００１の動作
を示し、１０００４０３はＤＴＶ装置１０００２の動作を示し、１０００４０４はＤＴＶ
装置１０００２のユーザ１０００２による操作を示す。
【０２７２】
　１０００４０５はユーザ１０００１によるチャンネルアップボタン操作を示し、１００
０４０６はＤＴＶ装置１０００１からＤＴＶ装置１０００２へと送られたチャンネルアッ
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プ制御信号、１０００４０７はＤＴＶ装置１０００２におけるチャンネルアップ動作の予
告表示、１０００４０８はＤＴＶ装置１０００２におけるチャンネルアップ動作、１００
０４０９はＤＴＶ装置１０００２からＤＴＶ装置１０００１へと送られる予告表示の終了
信号、１０００４１０はＤＴＶ装置１０００１におけるチャンネルアップ動作をそれぞれ
示す。
【０２７３】
　図５５は、ＤＴＶ装置１の動作を示すフローチャートである。１０００５０１は、ＤＴ
Ｖ装置１０００１において操作連携制御を行う操作が行われた際の処理のエントリポイン
トである。１０００５０２は、操作が行われた操作連携制御が予告表示の必要があるか否
かを判定するステップである。１０００５０３は、操作された制御信号をネットワーク接
続されているＤＴＶ装置１０００２に送信するステップである。１０００５０４は、ＤＴ
Ｖ装置１０００２からの予告表示の終了信号を受信したか否かを判定するステップである
。１０００５０５は、ＤＴＶ装置１０００２とのネットワーク接続が切断等によりタイム
アウトしたか否かを判定するステップである。１０００５０６は、操作された制御信号を
実行するステップである。１０００５０７は終了ポイントである。
【０２７４】
　図５６は、ＤＴＶ装置１０００２の動作を示すフローチャートである。１０００６０１
は、ＤＴＶ装置１０００２における操作連携の為の制御信号を受信した際の処理のエント
リポイントである。１０００６０２は、受信した操作連携制御の信号が予告表示が必要で
あるか否かを判定するステップである。１０００６０３は、ＤＴＶ装置１０００２におい
て、操作連携制御による予告表示動作を実行するステップである。１０００６０４は、予
告表示動作の終了信号をＤＴＶ装置１０００１に送信するステップである。１０００６０
５は、ＤＴＶ装置１０００２において操作連携制御による制御信号を実行するステップで
ある。１０００６０６は終了ポイントである。
【０２７５】
　図５１乃至図５６を参照して、本実施例の動作を具体的に説明する。いま、図５２に示
すように、遠隔地にある２台のＤＴＶ装置１０００２０３，１０００２０７がネットワー
ク１０００２０５により接続され、ＴＶ電話機能及び操作連携制御機能により、互いにコ
ミュニケーションを取りながら、同時に同じ番組コンテンツを視聴している。図５１は、
ＤＴＶ装置１０００２０７（ＤＴＶ装置１０００２）を中心に図示したものであり、画面
には、同時に視聴している番組コンテンツが表示され、その内の子画面１０００１０５に
は、ＴＶ電話機能によりＤＴＶ装置１０００２０３（ＤＴＶ装置１０００１）から送信さ
れるＤＴＶ装置１０００２０３の視聴者ユーザ１０００１が表示され、子画面１０００１
０４には、ＴＶ電話機能の確認用にＤＴＶ装置１０００２の視聴者ユーザ１０００２が表
示される。即ち、ＤＴＶ装置１０００１の視聴者ユーザ１０００１及びＤＴＶ装置１００
０２の視聴者ユーザ１０００２は、互いの映像をカメラ装置１０００２０４，１０００２
０８で撮影し、その撮影映像をそれぞれの子画面表示で見ながら、また、カメラ装置１０
００２０４，１０００２０８に付帯のマイク装置により互いの音声を聞きながら、同じ番
組コンテンツをあたかも同じＤＴＶ装置で視聴しているが如く遠隔地で視聴を行っている
状態である。
【０２７６】
　この状態で、ＤＴＶ装置１０００２０３（ＤＴＶ装置１０００１）の視聴者ユーザ１０
００１が、ＤＴＶ装置１０００２０７（ＤＴＶ装置１０００２）の視聴者ユーザ１０００
２と同時に視聴中の番組コンテンツのチャンネルを変更する目的で、リモコン装置１００
０３０９のチャンネルアップ操作を行ったとする。図５４は、この際のそれぞれの視聴者
ユーザ１０００１とユーザ１０００２の操作及びＤＴＶ装置１０００１とＤＴＶ装置１０
００２の動作を時間順に示す。また、ＤＴＶ装置１０００１において視聴者ユーザ１００
０１の行った操作、即ちチャンネルアップ操作は、同時視聴を行っている状態において、
相互の視聴中の番組コンテンツに影響を与える為の操作連携が必要な操作と識別され、図
５５に示す操作連携制御信号処理がエントリポイント１０００５０１より開始される。
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【０２７７】
　ステップ１０００５０２では、操作連携が必要な操作とされているものの内で、同時視
聴を行っている相手側に対して予告表示が必要な制御であるか否かが判定される。ここで
は、同時視聴を行っている、即ち、相手が視聴中の番組コンテンツを一方的に変更する制
御であるので、予告表示が必要となり、ステップ１０００５０３に進む。ステップ１００
０５０３では、処理中の制御信号であるチャンネルアップ制御信号を、ＴＶ電話機能で接
続されている情報パケットの一部を利用して、同時視聴を行っているＤＴＶ装置１０００
２に送信する。これにより、図５４の制御信号のフロー１０００４０６が発生する。
【０２７８】
　次に、ステップ１０００５０４では、ＤＴＶ装置１０００２からの予告表示終了信号を
受信出来たか否かが判定される。受信出来ない場合は、ステップ１０００５０５に進む。
ステップ１０００５０５では、ＴＶ電話機能で接続されている通信が何らかの原因により
タイムアウトしたか否かを判定する。接続が行われている間は、再び、ステップ１０００
５０４に進み、予告表示の終了信号が受信出来るまでループする事になる。
【０２７９】
　図５６は、図５４の制御信号１０００４０６をＤＴＶ装置１０００２が受信した際に、
ＤＴＶ装置１０００２が行う処理の流れを示す。連携操作の為の制御信号を受信した際の
処理がエントリポイント１０００６０１から開始される。ステップ１０００６０２では、
送られた制御信号が予告表示の必要な信号かどうかが判定される。チャンネルアップの様
に視聴者にとって影響がある制御信号の場合は、ステップ１０００６０３に進む。ステッ
プ１０００６０３では、ＤＴＶ装置１０００２の視聴者ユーザ１０００２への表示画面を
利用した予告表示動作が実行される。
【０２８０】
　いま、ＤＴＶ装置１０００２の表示画面上でアイコン１０００１０６が反転状態で点滅
し、これにより、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１によるチャンネルアップの制
御に対する予告がＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２に通知されているとする。Ｄ
ＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２は、アイコン１０００１０６の表示反転点滅によ
り、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１が操作連携を行う制御信号としてチャンネ
ルアップ制御信号を送信したことを知ることができる。図５４の１０００４０７は、ＤＴ
Ｖ装置１０００２において、この予告表示を行っている状態を示す。この予告表示が、一
定の時間、即ち１０００４０７に示す時間の間、実施された後、図５６のステップ１００
０６０４に移り、ＤＴＶ装置１０００２は、ＤＴＶ装置１０００１に予告表示の終了信号
を送信する。
【０２８１】
　続いて、ステップ１０００６０５では、ＤＴＶ装置１０００２において、ＤＴＶ装置１
０００１からの制御信号に従うチャンネルアップが実行され、次のステップ１０００６０
６でＤＴＶ装置１０００２におけるチャンネルアップ動作が終了する。この一連の動きを
、図５４の１０００４０９及び１０００４０８が示す。
【０２８２】
　この後、ＤＴＶ装置１０００１は、ＤＴＶ装置１０００２から予告表示の終了信号を受
信する。これにより、図５５のステップ１０００５０６に進み、ステップ１０００５０６
では、ＤＴＶ装置１０００１でチャンネルアップが実行され、ステップ１０００５０７で
終了する。
【０２８３】
　以上、説明した様に、本実施例によれば、ＴＶ電話機能と操作連携機能を利用して、互
いに遠隔地にいながら同じ番組を視聴する際、操作連携によりあたかも１台のＤＴＶ装置
を利用してみているが如く、連帯感を持つことができる。ＴＶ電話機能だけでは把握しき
れない、相手の操作する操作連携を伴うＤＴＶ装置の制御に際して、適切な予告表示が行
われた後に実行が行われるので、安心感がある。即ち、突然、予期しない操作連携による
ＤＴＶ装置の制御が実行される様な、連帯感を阻害する要因を排除できる。
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【実施例７】
【０２８４】
　第６実施例では、相手から操作連携による制御信号が送信され、自分のＤＴＶ装置の表
示画面においてこの制御信号に伴う予告表示が開始された後、一定時間の経過後に、この
制御信号が実行されるので、事前のＴＶ電話機能を利用したやり取りと相互の暗黙の了解
などにより、相手の実行する操作連携を伴う制御信号について自分も了解済みの場合にお
いても、やはり予告表示が開始された後、一定時間の経過を待ち、その後に、制御信号を
実行する構成となっていた。第７実施例では、このような無駄な待機時間を省略できるよ
うにした。
【０２８５】
　図５７は、第７実施例におけるＤＴＶ装置１０００１，１０００２間の連係動作フロー
を示す。ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１が操作連携を伴うチャンネルアップの
操作１０００７０５を行うと、チャンネルアップの制御信号１０００７０６がＤＴＶ装置
１０００１からＤＴＶ装置１０００２に送信される。ＤＴＶ装置１０００２でチャンネル
アップの予告表示１０００７０７が開始した後に、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１００
０２による予告表示の制御信号に対する同意を表す操作、例えば、ＤＴＶ装置１０００２
のリモコン装置によるチャンネルアップ操作、即ち、予告表示されている制御信号と同意
の操作を行う。これにより、ＤＴＶ装置１０００２は、直ちに、予告表示の終了と制御の
同意を示す信号１０００７１３をＤＴＶ装置１０００１に送信すると同時に、直ちに当該
制御信号に対する動作、ここではチャンネルアップ制御１０００７１２を実行する。
【０２８６】
　この様な構成にする事で、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２が、ＤＴＶ装置１
のユーザ１０００１による制御信号に対して同意の操作を行う事で、予告表示に予定され
た時間の経過を待たずに、迅速にＤＴＶ装置１０００１，１０００２の両方で当該制御信
号を実行できるようになる。
【実施例８】
【０２８７】
　本発明の第８実施例を説明する。図５８は、第８実施例におけるＤＴＶ装置１０００１
，１０００２間の連係動作フローを示す。
【０２８８】
　ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１により操作連携を伴うチャンネルアップの操
作１０００８０５が行われと、ＤＴＶ装置１０００１は、チャンネルアップ制御信号１０
００８０６をＤＴＶ装置１０００２に送信する。ＤＴＶ装置１０００２においてチャンネ
ルアップの予告表示１０００８０７が開始された以降に、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ
１０００２が、予告表示がなされている制御信号に対する拒絶操作、例えば、ＤＴＶ装置
１０００２のリモコン装置によるキャンセルボタンの操作、即ち、予告表示を行っている
制御信号をキャンセルする意味の操作を行う。これにより、ＤＴＶ装置１０００２は、直
ちに、予告終了信号に対する拒絶を表す拒絶信号１０００８１３をＤＴＶ装置１０００１
に送信し、当該制御信号に対する動作、ここではチャンネルアップを行わない。ＤＴＶ装
置１０００１は、ＤＴＶ装置１０００２からの拒絶信号を受信すると、ＤＴＶ装置１００
０１のユーザ１０００１に対してユーザ１０００２のキャンセルを表示し、動作を終了す
る。
【０２８９】
　この様な構成にする事で、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２が、予告表示が行
われているＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１による制御信号に対して、その制御
を拒絶したい場合に、キャンセル操作を行う事で、一定時間を要する予告表示の終了後に
、当該予告表示の元となった制御信号を実行する事無しに、直ちに当該制御信号をキャン
セル出来る。また、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１に対しても、即座に予告終
了信号に対する拒絶の信号を送る事により、キャンセル表示１０００８１３を直ちに表示
できる。
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【実施例９】
【０２９０】
　第６乃至第８実施例では、操作連携の制御信号を受信した際に行う予告動作として、Ｄ
ＴＶ装置の表示画面上で、制御信号に対応するアイコンを点滅表示するとしたが、リモコ
ン装置の対応する操作キーを点滅表示させてもよい。ただし、この場合には、ＤＴＶ装置
とリモコン装置とに相互通信機能を持たせ、リモコン装置の所定の操作キーに発光手段を
装備する必要がある。
【０２９１】
　この様な構成とする事で、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１によって操作され
た制御信号を操作連携機能によりＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２に予告通知す
る際にも、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２の所持するリモコン装置の、ユーザ
１０００１による操作に対応すると機能のボタンが照光手段により点滅する事により、Ｄ
ＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１が操作した制御信号の種類を、ユーザ１０００２
がより明確に且つ直接的に知る事が出来る。また、操作連携を行い、且つ、予告表示が必
要な制御信号について、より多くの種類が必要な場合においても、それぞれ該当するリモ
コン装置のボタンを個別に照光可能とする事で、ＤＴＶ装置の表示画面におけるアイコン
のレイアウトの煩雑さを気にする事無く、確実に詳細な種別の予告表示を実現できる。
【０２９２】
　さらに、第８実施例と組み合わせて、最初に操作連携を伴う操作を行ったユーザに対し
て、その操作がキャンセルされた事を示す為にリモコン装置の照光手段を用いてもよい。
【０２９３】
　また、リモコン装置の特定の照光手段を持つボタンを点滅させただけでは、充分な予告
表示とならない様な状況においては、その特定の照光手段を持つボタンとその他の全ての
照光手段を持つボタンとを交互に点灯させるなど、様々な点灯パターンを用いて予告表示
としても構わないのは言うまでもない。さらには、リモコン装置に携帯電話の無音着信通
知などに利用されるバイブレータ手段等を併用する事で、リモコン装置のボタン部分に注
意を払っていなくとも確実にユーザの注意を向けさせる事が可能である。
【実施例１０】
【０２９４】
　第６乃至第９の実施例では、操作連携を行う為のリモコン装置への操作行為については
、カメラ装置には明確に映らない事を前提としていたが、操作連携を行う為の操作ボタン
を、ＴＶ電話機能に使用するカメラ装置の前面又は周囲に配置する構成としても良い。
【０２９５】
　この様な構成とする事で、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１による連携を伴う
操作の様子が、ＤＴＶ装置１０００２の表示画面上に表示されている子画面に逐次表示さ
れる。即ち、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２は、ＤＴＶ装置１０００１のユー
ザ１０００１の操作する様子、例えば、ユーザ１０００１の指などがＤＴＶ装置１０００
１のカメラ装置に近づき、操作連携を伴う操作ボタンに対する操作を行っている様子を、
ＤＴＶ装置１０００２の子画面上で確認できる。
【０２９６】
　操作連携を伴う操作ボタンのカメラ装置に対する位置と対応する子画面の周囲の位置に
、操作連携を伴う制御に対する予告表示を行うアイコンを配置しておく事で、実際に操作
連携を伴う制御をＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１が実行する以前に、ＤＴＶ装
置１０００２のユーザ１０００２は、どの様な制御を行おうとしているかが類推可能とな
る。
【実施例１１】
【０２９７】
　第１１実施例では、操作連携を行う為の操作ボタンを、ＴＶ電話機能に使用するカメラ
装置の前面又は周囲に配置する構成としたが、操作連携の操作ボタンを、カメラ装置の前
面に配置した透明タッチパネル上にレイアウトされたボタンとし、当該カメラ装置の映像
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を表示する相手側のＤＴＶ装置の子画面上でこの透明タッチパネル上にレイアウトされた
ボタン位置までを表示すると共に、当該子画面上の画面内の撮影されたボタンの位置の上
に、操作連携を伴う制御に対する予告表示を行うアイコンを重ね合わせて表示する構成に
しても良い。
【０２９８】
　この様な構成とする事で、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１による連携の操作
について、ＤＴＶ装置１０００２の表示画面上の子画面に、その経過と、操作連携を伴う
操作ボタンに対する操作行為がそのまま表示され、この結果、ＤＴＶ装置１０００２のユ
ーザ１０００２は、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１が連携を伴う操作を開始し
ようとしている様子から、子画面の周囲の特定の方向に操作を開始しようとしていること
を確認出来る、さらには、実際の操作ボタンに対する操作行為、も確認できる。
【実施例１２】
【０２９９】
　第８実施例を以下のように変更してもよい。即ち、チューナ１０００３０２は、２つの
放送番組を選局・同調可能である。
【０３００】
　図５９に示す様に、ＤＴＶ装置１０００１のユーザ１０００１より操作連携を伴うチャ
ンネルアップの操作１０００８０５が行われ、チャンネルアップの制御信号１０００８０
６がＤＴＶ装置１０００１よりＤＴＶ装置１０００２に送信される。次に、ＤＴＶ装置に
おいてチャンネルアップの予告表示１０００８０７が行われる。この予告表示期間中、Ｄ
ＴＶ装置１０００２のチューナ１０００３０２は、チャンネルアップ時の放送番組を選局
し、その番組を図６０に示すように予告チャンネル画面１０００９０１に表示する。
【０３０１】
　以上の様な構成にする事で、ＤＴＶ装置１０００２のユーザ１０００２は、ＤＴＶ装置
１０００１のユーザ１０００１による操作の予告表示時、チャンネル切り替え後に表示さ
れる放送番組を同時に確認することができるので、チャンネル切り替えの同意又は拒絶の
判断が容易となる。
　上述した各実施例を組み合わせることで、個々の実施例の作用効果を包括的に具備する
構成を実現できることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０３０２】
【図１】本発明の第１実施例に係るＴＶ受信機システムの構成図である。
【図２】リモコン２２ａ，２２ｂの平面図である。
【図３】ＴＶ受信機１０ａ，１０ｂの本体４０の概略構成ブロック図である。
【図４】送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ列の一例である。
【図５】受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列の一例である。
【図６】合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列の一例である。
【図７】実施例１のＴＶ受信機間の処理シーケンスの一例である。
【図８】実施例１での表示例である。
【図９】実施例１での別の番組視聴時の表示例である。
【図１０】実施例１において、ユーザが電源オンの後に初めて同時視聴開始キー３４を押
した時、及びタイマ６６からタイマ終了の通知を受けた時に、ＴＶ受信機１０ａの制御部
７４が行う処理を示すフローチャートである。
【図１１】実施例１において、マスター立候補要求を受信した後にＴＶ受信機１０ｂの制
御部７４が行う処理を示すフローチャートである。
【図１２】実施例１で、制御部７４が実行する合成処理（Ｓ２１４，Ｓ２３２）を示すフ
ローチャートである。
【図１３】実施例１において、少なくとも片方のＴＶ受信機１０ａ又は１０ｂにおいて同
時視聴開始キー３４が押された後にチャンネル・アップ／ダウンキー３０，３２が押され
た時に、制御部７４が実行する処理を示すフローチャートである。
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【図１４】実施例２で、送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図１５】実施例２で、受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図１６】実施例２で、合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列の一例で
ある。
【図１７】実施例２での表示例である。
【図１８】実施例２での別の番組視聴時の表示例である。
【図１９】実施例２において、制御部７４による合成処理（Ｓ２１４，Ｓ２３２）を示す
フローチャートである。
【図２０】実施例２において、少なくとも片方のＴＶ受信機において同時視聴開始キー３
４が押された後にチャンネル・アップ／ダウンキー３０、３２が押された時に、制御部７
４が行う処理を示すフローチャートである。
【図２１】実施例３で、送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図２２】実施例３で、受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図２３】実施例３で、合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列の一例で
ある。
【図２４】実施例３で、相手ＴＶ受信機の合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報
データ列の一例である。
【図２５】実施例３のＴＶ受信機間の処理シーケンスの一例である。
【図２６】実施例３での表示例である。
【図２７】実施例３での別の番組視聴時の表示例である。
【図２８】実施例３で、制御部７４が行う合成処理Ｓ２１４，Ｓ２３２を示すフローチャ
ートである。
【図２９】実施例３で、少なくとも片方のＴＶ受信機において同時視聴開始キー３４が押
された後にテンキー３６を押した時に制御部７４が行う処理を示すフローチャートである
。
【図３０】実施例３で、通信部６２からチャンネル番号を受信した時に制御部７４が行う
処理を示すフローチャートである。
【図３１】実施例４に係るＴＶ受信機システムの概略構成図である。
【図３２】リモコン１０２２ａ，１０２２ｂの平面図を示す。
【図３３】ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの概略構成ブロック図である。
【図３４】実施例４で、送信用番組情報記憶部５６に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図３５】実施例４で、受信用番組情報記憶部６４に記憶される番組情報データ列の一例
である。
【図３６】実施例４で、合成番組情報記憶部５８に記憶される番組情報データ列の一例で
ある。
【図３７】実施例４のＴＶ受信機間の処理シーケンスの一例である。
【図３８】実施例４での表示例である。
【図３９】実施例４での別の番組視聴時の表示例である。
【図４０】実施例４で、ユーザが、電源オンの後に初めて同時視聴開始キー１０３４を押
した時、及びタイマ１０６６からタイマ終了の通知を受けた時の、ＴＶ受信機１０１０ａ
，１０１０ｂの制御部１０７４が行う処理を示すフローチャートである。
【図４１】実施例４において、マスター立候補要求を受信した後にＴＶ受信機１０１０ａ
，１０１０ｂの制御部１０７４が行う処理を示すフローチャートである。
【図４２】実施例４で、制御部１０７４が行う合成処理Ｓ１１１６，Ｓ１１１８を示すフ
ローチャートである。
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【図４３】実施例４で、Ｂタイマ１０６７から時間経過（時刻）通知を受けた後、合成番
組情報記憶部１０５８の番組情報データ表の参照先を、時間軸方向に１単位分インクリメ
ントした後に開始する、各ＴＶ受信機の自動選局処理を示すフローチャートである。
【図４４】実施例５で、送信用番組情報記憶部１０５６に記憶される番組情報データ列の
一例である。
【図４５】実施例５で、受信用番組情報記憶部１０６４に記憶される番組情報データ列の
一例である。
【図４６】実施例５で、合成番組情報記憶部１０５８に記憶される番組情報データ列の一
例である。
【図４７】実施例５での表示例である。
【図４８】実施例５での別の番組視聴時の表示例である。
【図４９】実施例５における合成処理（Ｓ１１１６，Ｓ１１１８）を示すフローチャート
である。
【図５０】Ｂタイマ１０６７から時間経過（時刻）通知を受けた後、合成番組情報記憶部
１０５８の番組情報データ表の参照先を時間軸方向に１単位分インクリメントし、その後
に開始する各ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの自動選局処理を示すフローチャートで
ある。
【図５１】本発明の一実施例で使用するＤＴＶ装置の構成図である。
【図５２】本実施例の全体構成を示す図である。
【図５３】ＤＴＶ装置１０００２０３，１０００２０７の概略構成ブロック図である。
【図５４】ＤＴＶ装置１０００２０３，１０００２０７間のユーザ操作とＤＴＶ装置１０
００２０３，１０００２０７の動作の流れを示すシーケンス図である。
【図５５】ＤＴＶ装置１０００１の動作を示すフローチャートである。
【図５６】ＤＴＶ装置１０００２の動作を示すフローチャートである。
【図５７】第７実施例におけるＤＴＶ装置１０００１，１０００２間の連係動作フローを
示す。
【図５８】第８実施例におけるＤＴＶ装置１０００１，１０００２間の連係動作フローを
示す。
【図５９】第１２実施例におけるＤＴＶ装置１０００１，１０００２間の連係動作フロー
を示す。
【図６０】第１２実施例における画面例である。
【符号の説明】
【０３０３】
１０ａ，１０ｂ：ＴＶ受信機
１２：インターネット
１４ａ，１４ｂ：ビデオカメラ
１６ａ，１６ｂ：相手視聴者映像表示子画面
１８ａ，１８ｂ：ＴＶ放送番組視聴画面
２０ａ，２０ｂ：アンテナ
２２ａ，２２ｂ：リモコン
３０：チャンネル・アップキー
３２：チャンネル・ダウンキー
３４：同時視聴開始キー
３６：テンキー
４０：ＴＶ受信機１０ａ，１０ｂの本体
４２：アンテナ端子
４４：信号処理部
４６：音声合成部
４８：音声出力部
５０：画像合成部
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５２：表示部
５４：ＳＩ情報記憶部
５６：送信用番組情報記憶部
５８：合成番組情報記憶部
６０：復号化部
６２：通信部
６４：受信用番組情報記憶部
６６：タイマ
６８：符号化部
７０：カメラ映像音声入力部
７２：リモコン受信部
７４：制御部
１０１０ａ，１０１０ｂ：ＴＶ受信機
１０１２：インターネット
１０１４ａ，１０１４ｂ：ビデオカメラ
１０１６ａ，１０１６ｂ：相手視聴者映像表示子画面
１０１８ａ，１０１８ｂ：ＴＶ放送番組視聴画面
１０２０ａ，１０２０ｂ：アンテナ
１０２２ａ，１０２２ｂ：リモコン
１０３０：チャンネル・アップキー
１０３２：チャンネル・ダウンキー
１０３４：同時視聴開始キー
１０３６：テンキー
１０４０：ＴＶ受信機１０１０ａ，１０１０ｂの本体
１０４２：アンテナ端子
１０４４：信号処理部
１０４６：音声合成部
１０４８：音声出力部
１０５０：画像合成部
１０５２：表示部
１０５４：ＳＩ情報記憶部
１０５６：送信用番組情報記憶部
１０５８：合成番組情報記憶部
１０６０：復号化部
１０６２：通信部
１０６４：受信用番組情報記憶部
１０６６：Ａタイマ
１０６７：Ｂタイマ
１０６８：符号化部
１０７０：カメラ映像音声入力部
１０７２：リモコン受信部
１０７４：制御部
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